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1

3 月 1 5 日 の シ ュ レ
ー ダ ー に よ る W E U 閣

僚理事会正式召集後, 2 0 日の N A T O 理事会

まで は フ ラ ン ス か ら正式回答は得られな い で

あろう こと は英独両政府とも容認して い た ｡

21 日駐仏大使デ イ ク ソ ン が仏外相 ク
ー ブ と

会談し, N A T O 理事会で の ヒ ュ
- ム 演説 の

意図は大西洋同盟内部で の ヨ
ー ロ ッ パ の 地位

の 強化 にある と説明 し, W E U で の 閣僚対話

を呼びかけた ｡ こ れ に対 してク
ー ブ は

,
ヨ -

ロ ツ パ の 地位強化 には賛成するが , 手段に つ

い て英仏間にはなお相違がありブリ ュ ッ セ ル

交渉 失敗 もそ れが要 因で ある と応 え た ｡

W E U 閣僚会合その もの に は反対 しな い が時

期尚早であると いうの がク ー ブ の ｢ 個人的意

見｣ であり, むしろ英仏二 国間対話が必要で

はな い かと彼は述 べ て い た ｡ こ の会話を報告

したデ イ ク ソ ン は
,
ク ー ブ の発言は W E U で

の 孤立を回避する陽動戟術で はな い かと指摘

して い た
(1)

｡

3 月 20 日 パ リで フ ツ ドと会談 した独外務

省幹部は , 仏外務省幹部は非公式に年 4 回の

W E U 会合 には同意 した が フ ラ ン ス 政府 の正

式な姿勢は不明で あり, ヨ
ー ロ ッ パ 問題が議

( 13 )



● 論 説

諭されな い と い う前提で のみ フ ラ ン ス は 3 月

末 の会合に参加するであろうと述 べて い た ｡

翌 2 1 日 の ロ バ ー

ツ か ら の 報告で は, 依然回

答は得られて い な い がおそらく フ ラ ン ス は会

合参加を拒否するであろうと いうドイツ政府

の 認識が伝えられた ｡ フ ラ ン ス の 参加を確保

するために ヨ
ー ロ ッ パ 問題を議題か ら排除し

た い
, ある い は 6 カ 国で事前協議をお こ な っ

た上 で W E U 会合に臨みた い と い う ドイツ か

ら示された妥協案に対 しては ヒ ー ス が こ れを

拒否 した ｡ 仮 に フ ラ ン ス が官僚 レ ベ ル でしか

参加 しな い と しても早期に 6 カ 国と協議の 場

を持ち , 何らか の形で ヨ
ー ロ ッ パ 問題に つ い

て継続的に協議する枠組み を構築しなくて は

ならな い と い う の が ヒ
ー

ス の 姿勢で あ っ た ｡

しかしドイツ 国内では
,
フ ラ ン ス は ヨ ー ロ ッ

パ 問題 の協議が
一

切なされな い と の保証なし

で は参加 しな い と の 報道もなされて い た
(2'

｡

こ う して当面閣僚会合開催の 可能性は低 い

との 認識 はイ ギリ ス 政府内に も浸透し つ つ

あ っ た が , そ れでも外務省と大蔵省では開催

された場合に備えて
,
具体的な政治協議取り

決めに つ い て準備がお こ なわれて い た ｡ そ の

内容は ,
政治協議提案はオラ ン ダまたはイタ

リア外相よりお こなう, 会合後の共同声明に

W E U 強化と協力拡大の 意思を示す文言を盛

り込む, 年 四回の 外相定期会合開催を取り決

める
t 現在 の W E U 大使級定期会合に各国外

務省高官が参加する可能性も検討する , 軍事

協力の 可能性と して は合同参謀会議 ･ 共同訓

練 ･ 人員交換 ･ 共同装備生産な どがあるが今

回は協議 しな い , 核問題と通常兵力統合 は

W E U で は議論 しな い , そ の 他欧州審議会活

性化の ため の協議 ･ 低開発国向け援助と情報

共有の ため の プ ロ ジ ェ クト ･ 宇宙開発などの

( 14 )

共同研究
･ W E U 総会と理事会の 関係改善策

の検討と い っ たも の であ っ た
(3'

｡

3 月 2 2 日夜, 駐独 フ ラ ン ス 大使か らシ ュ

レ ー ダ ー に対 して, フ ラ ン ス 政府は W E U 閣

僚会合開催を時期尚早と考えるとの正式通告

がなされ た ｡ そ の理由とされたの は, 英仏関

係は沈静化 し つ つ あるが W E U の 場で他の 参

加国がフ ラ ン ス を批判する可能性が あると い

う指摘であ っ た
( 4)

｡ こ の 通告を受けシ ュ レ
ー

ダ ー は W E U 閣僚会合開催 を正式に 断念 し

た ｡ ロ バ ー

ツ は ドイ ツ外務省 に対 し
,
ドイ ツ

が他の W E U 諸国 の意向を無視して再度フ ラ

ン ス の拒否に屈した こ とにより, イギリ ス が

6 カ 国と効果的接触を保 つ こ と はより困難に

な っ たと失望の 意を伝えた ｡ 発表されたイギ

リ ス 政府の 公式姿勢は
,
ドイ ツ の決定を ｢ 遺

憾 の 意を持 っ て受け止め｣ る とと もに
,
6 カ

国とイギリ ス の政策対立を回避するため早期

の W E U 閣僚会合開催を期待すると い うもの

であ っ た
(5'

｡

2

W E U 閣僚会合開催が不可能とな っ た 3 月

末か ら 5 月中旬まで の 間イギリ ス政府は, 実

務的政策調整とブリ ュ ッ セ ル 駐在代表部によ

る接触と い う 二 つ の 方向か ら, 共同体と の協

議体制構築を追求して い っ た ｡ W E U 閣僚会

合開催を引き続 き求め る姿勢は 3 月末以降

ヒ
ー

ス からも対外的に示されて い たが , 当面

は 6 カ 国側の イ ニ シ ア チ ブを待たねばならな

い と考えられ た
(6'

｡

3 月末か ら 4 月初め にかけ大蔵省と外務省

により 6 カ 国と の 実務協議の 内容と手続きに

つ い て検討がお こなわれ て い っ た ｡ 4 月初め

の E E R 委員会 にお い て各省庁が合意した手
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ー ロ ッ パ 政策再検討過程 専

続きは, ブ リ ュ ッ セ ル 駐在代表部が共同体内

部で の検討課題に つ い て 二週間毎に報告を送

る
, 特定の 問題に つ い てイギリ ス が検討すべ

きか否かは担当省庁及び外務
･

大蔵両省が判

断する, 検討すべ きであると判断されれば各

省庁がブリ ュ ッ セ ル 常駐代表用 ブリ ー フ を作

成 し外務省か ら伝達する, 共同体との 共通政

策が形成可能な分野の 検討は機会が生 じる毎

に E E R 委員会で お こ なうが , 当面 5 月末ま

で に各省庁か ら素案を提出すると いうもの で

あ っ た ｡ 政策調整が望まれる分野として具体

的にあげられ た の は ,
景気動向に つ い て の意

見交換, 地域間題 , 関税及び反ダ ン ピ ン グ法

刺, 競争規制, 標準化と消費者保護, 対外援

助, 社会保障, 税制, 輸出信用供与, 運輸,

農業などであ っ た
(7)

｡

4 月中旬か ら下旬には先の 決定を受け, 技

術的レ ベ ル で共同体と協力可能な案件に つ い

て外務省作成文書を基に E E R 委員会で検討

されたが , 各省庁か らは総論賛成 ･ 各論反対

的な姿勢が示された ｡ ヒ
ー

ス は早期に行動を

と る こ とを望んで い る と外務省 は指摘 した

が
, 各省庁は個々 の 案件に つ い て実際上 の 困

難を指摘 した｡ 近 い 将来に行動可能な案件は

ほとん どな い というの が議論の大勢であり,

再度各省庁に持ち帰り検討するこ と の みが決

定された
( 8'

｡

5 月半ばにな っ ても共同体と の共通政策構

築を目指す べ き案件の選定は, 大蔵省を含め ,

ほ と ん ど進展 して い なか っ た｡ E E R 委員会

に提出され た の はわずかに特許と社会的サ
ー

ビ ス 分野で の協力可能性を検討する文書だけ

で あり, 大蔵省で は関係各省 に督促文書を送

る ことが議論され ると い う状況であ っ た ｡ 金

融政策
,
国際収支, 交通政策, 労働力自由移

動, 企業設立の自由, 通商慣行 / 政策, 公共

事業契約 ,
農産物品質基準, エ ネ ル ギ ー

政策

な ど協力の 余地ありとされた もの は数多く

あ っ たが , 実質的進展は ほ と ん ど見られ な

か っ た｡ 僅 か に成果が得られ る見込みがあ っ

た の は水産政策であ っ たが ,
こ れ はブリ ュ ッ

セ ル交渉決裂前か ら E F T A , E E C , そ の他西

欧諸国間で協議開始が合意されて い た事案で

あ っ た
(9)

｡

こ の 作業と並行して ,
イ ギリ ス と6 カ 国の

ブリ ュ ッ セ ル駐在代表による協議体制の構築

が追求された ｡ W E U 閣僚会合が流れ る前 3

月 21 日時点で ブリ ュ ッ セ ル駐在イギ リ ス 代

表部員 と会談 した ハ ル シ ュ タイ ン は, E E C

委員会としても, イ ギ リ ス と E E C の 関係を

強化するため の新た な提案は持ち合 わせ て い

な い と述 べ , イ ギリ ス駐ブリ ュ ッ セ ル代表部

強化 , E E C 委員会と の 接触増大を進め る べ

きで あると述べ て い た
(10)

｡

4 月 2 日 E E C 閣僚理事会 に お い て シ ュ

レ
ー ダ ー か ら

,
イ ギ リ ス と の 間で何 らか の 多

国間協議を継続する必要があるとの 指摘がな

さ れ ,

一

案 と して 6 カ 国と イ ギ リ ス の ブ

リ ュ ッ セ ル常駐代表を通 じた恒常的接触が提

示 さ れ た｡ ク ー ブ は
,
イ ギ リ ス の 問題 は

E F T A 対 E E C の 問題とと らえる べ きであり

G A T T で の E F T A - E E C の 接触は望まれ る

が, E E C とイ ギリ ス の み に よる ブリ ュ ッ セ

ル で の 協議 には 反対する と い う姿勢を示 し

た｡ しか し閣僚理事会は ル ン ス により提出さ

れ た
,
6 カ 国常駐代表委員会 ( C o m m itt e e of

P e r m a n e n t R e p r e s e n t a ti v e s : C O R E P E R ) に

対 してイギリ ス 代表と の 協議方法を検討させ

ると い う提案を採択 した
(ll)

｡ イ ギ リ ス政府は

直ちに関心を示し, フ ラ ン ス の 反対は予想し

( 15)
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ながらも
,
こ の 決定を採用させ る べ く 6 カ 国

及び E E C 委員会に働きか けるこ とを決定 し

た ｡ イギリ ス の 希望 して い た の は 二 週間に
一

度な い し月例の 定期協議をお こ な い ,
こ れ に

加えて臨時協議もお こ なうと いう取り決めで

あ っ た
( 12)

｡

4 月 1 1 日 パ リ で デ イ ク ソ ン と会談 した

シ ュ レ ー ダ ー は
,
7 カ 国ブリ ュ ッ セ ル 常駐代

表によ る定期会合が最善であると の 姿勢を繰

り返したが ,
1 0 日 の会談でク

ー ブ か ら, 共同

体が ジ ュ ネ
ー ブ の E F T A 本部 に常駐代表を

おくと いう アイデ アが提示され た ことも明ら

かに した｡ こ の 時点で は シ ュ レ ー ダ ー は楽観

的で あり, フ ラ ン ス は C O R E P E R と英駐在

代表の 会合 に反対 しな い だ ろう と述 べ て い

た
(1 3)

｡

同日 の 閣議で ヒ ュ
-

ム は ,
シ ュ レ ー

ダ
ー

提

案を支持する姿勢を示 しなが ら同時に
,
こ れ

は W E U 閣僚会合を補完はするが代替するも

の で はな い と述 べ
,
なお W E U で の協議追求

の姿勢はか わらな い こ とを示して い た ｡ 4 月

9 日 に は ヒ ュ -

ム が パ リで ク ー ブと会談 し

(後述) こ の 問題を話し合 っ た直後であり,

フ ラ ン ス はシ ュ レ
ー

ダ ー 提案に反対 しな い の

ではな い か と い う楽観的観測が外務省内で は

抱かれ て い た
‖4'

｡ 4 月 中旬には外務, 大蔵,

商務 , 農水食程各省庁により常駐代表協議の

審議項目を詰める作業が進め られ
,
イ ン グラ

ン ド銀行と E E C 委員会の 接触再開も検討さ

れは じめ たが
(15'

,
同時に, ブ リ ュ ッ セ ル 駐在

フ ラ ン ス 代表部は協議開催に否定的であると

の報告も届きは じめて い た ｡ 全般的経済政策

調整は O E C D で可能であり, イギ リ ス と 6 カ

国間 で の 協議を必要とする関税差別問題 はケ

ネデ ィ ラウ ン ドで対応可能であると いうの が

( 16)

フ ラ ン ス 代表部の 姿勢であ っ た ｡ こ の情報 に

接した外務省は 5 カ 国駐在大使に対 し, イ ギ

リ ス が常駐代表協議に寄せ る強 い 期待を各国

政府に伝える よう指示を下した
= 6)

｡ 4 月 2 9

日外務省か ら在外公館に送 られ た対 E E C 政

策を説明する訓電で も
,
現時点ではブリ ュ ッ

セ ル 及び 6 カ 国首都で の外交的接触が最も効

果的な実務協 議の 可能性 を持 つ とされ て い

た
`17)

｡

しか し 4 月末 シ ュ レ
ー

ダ
ー

提案に対するフ

ラ ン ス の 反対姿勢 はさらに強硬なもの とな っ

た ｡ ブ リ ュ セ ル駐在フ ラ ン ス 代表部は ,
イギ

リ ス ある い は他 の E F T A 諸国と 6 カ 国の 間

で定期的多国間協議シス テ ムを構築するこ と

は共同体の 発展を阻害するもの でありあくま

で も二 国間協議しか認めな い と いう姿勢を示

した
(18)

｡

5 月 にな っ てもイ ギリ ス 政府内では , 英 -

6 カ 国常駐代表協議は実現可能であると の前

提で E F T A 諸国及び 5 カ 国と の 間 で の 調整

活動が継続され, 政府内でもブリ ュ ッ セ ル駐

在代 表部 の 人員増加 な どが 検討 され て い

た
(1 9)

｡ し か し 5 月 8 / 9 日 の E E C 外相 理事

会で も事態は進展せず, 外務省はなお ドイツ

に協議実現を働きか けは したが
,
5 月半ばに

は
,
シ ュ レ

ー ダ ー

提案は実現不可能で はな い

か と の 観測が 生まれ は じめ て い た｡ 1 5 日 駐

英ドイツ 大便と会談した ヒ
ー

ス も
,
5 カ 国側

に は フ ラ ン ス に対する交渉能力はあまり残さ

れて い な い の で はな い か と述 べ あきらめ に近

い 状態で あ っ た ｡ 5 月末 の E E C 閣僚理事会

で も事態 に 進展 は見 ら れ ず, 5 カ 国及 び

E E C 委員会側にも こ の 間題が こ れ 以上 継続

するこ とを嫌う空気が生 じて い た｡ 結局, 徳

述する ように 7 月 の E E C 閣僚理事会で フ ラ
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ン ス が W E U 閣僚会合開催に合意したこ と に

よ っ て シ ュ レ ー ダ ー

提 案 は 葬 ら れ ,

C O R E P E R と イギ リ ス 駐在代表 問の 常設協

議機構 は設けられ る こ とはなか っ た
( 20)

｡

こ の 間 6 カ 国, E E C 委員会か ら の 情報収

集と分析 にも時間が費や された ｡ 分析 の 対象

とな っ た の は
,
英仏 二 国間関係, 共同体内部

の発展状況
,
ケネデ ィ ラウ ン ドに対する共同

体の姿勢であ っ た ｡ 前節で述 べた ように 3 月

2 1 日 ク
ー ブ は デ イ ク ソ ン に対 し英仏二 国間

対 話 の 必 要性 を指 摘 して い た
` 21)

｡ こ れ は

W E U で の孤立回避の ため の戦術 に過ぎな い

の で はな い かと いうの が , そ の 時点で の デ イ

ク ソ ン の 指摘であ っ たが , W E U 閣僚会合開

催が 断念された後 3 月 2 7 日 デ イ ク ソ ン は
,

こ の ク ー ブ の 申し出を利用して英仏間の 接触

を再開すべきではな い か と本省に提案して い

た
` 22)

｡ 4 月 初めになり外務省内で は こ の 件が

検討され
,
とりあえず 4 月 9 日 S E A T O 理事

会出席の ため パ リを訪問する ヒ ュ
-

ム が ク
ー

ブ と会談 して先方の 意図を確認 し,
一

般 的な

形で英仏間の 議論に応じる意図はあると述 べ

る ことが決定された｡ フ ツ ドと会談した独外

務省幹部もク ー ブ提案に応じる価値 はあると

述べ ており, 駐 ベ ル ギ
ー

大使か らク
ー ブ の 申

し出を伝えられたス パ
ー クも, 英仏 の 接触に

は反対 しない と の 姿勢を示 して い た ｡ 駐仏大

使館からは ドイツ を利用 して ドゴ ー ル に影響

力を行使する見込みはな い と の 分析も届けら

れており , 何 らか の 直接接触に出ざるを得な

い と いう の が外務省の 判断であ っ た
` 23)

｡

4 月 9 日仏外務省でブリ ュ ッ セ ル 交渉決裂

後初め て の英仏外相会談がお こ なわれ た｡ 会

談の 主な議題は シ ュ レ ー ダ ー に よ る英 - 6 カ

国 ブリ ュ ッ セ ル 常駐代表協議提案で あり,

ヒ ュ
-

ム は , 共同体とイギリ ス の政策尭離を

防ぐた めには単なる接触以上 の 定期協議が必

要であると主張した ｡ こ の時点で ク ー ブ は
,

フ ラ ン ス 政府の 態度は未定であるが個人的に

は定期会合 に問題 はない と思うと述 べ て い

た ｡ ただ し彼は
,
イ ギリ ス と の協議により共

同体の 業務が妨げられてはならない とも述 べ

ており
, すで に存在するイギリス 駐ブリ ュ ッ

セ ル代表と E E C 委員会の 接触で充分で はな

い か と示唆して い た ｡ 協議 の 形態は双方向的

でなくてはならな い と いうの が ク ー ブ の 指摘

であり, 特 に農業と関税面に つ い てイギ リ ス

の経済政策と共同体の 経済政策双方が検討課

題とされ ねばならな い とされた ｡ 協議開催そ

の もの に つ い て フ ラ ン ス 側は極めて留保的で

あ っ たが
, 協議の 内容や形態に つ い て

一

応の

要望が示された ことか ら
,
会談後の ヒ ュ

-

ム

の 感想は フ ラ ン ス が常駐代表協議 に応 じる見

込み はあると いうもの であ っ た
`24)

｡

常駐代表協議は上述の ように結局は実現し

なか っ たが
,
こ の ヒ ュ

-

ム - ク ー ブ 会談を機

に
, 英仏 二 国間接触の 可能性 に つ い て検討が

進められ て い っ た｡ 4 月初めに は外務省と大

蔵省に より, E E R 委員会提 出用に英仏経済

委員会再活性化 による 二国間接触再開の 可能

性を検討する文書が作成された ｡ 文書 の 指摘

は
,
ドゴ ー

ル 政権が継続する限り英仏二 国間

交渉でイギリス の 対 ヨ
ー

ロ ッ パ 政策実現を助

ける こ と は で きな い が , 最終的な E E C 加盟

が目標である以上 ド ゴ
ー

ル 以後 の こ と も考え

る必要があり, 英仏経済委員会を利用すれば

フラ ン ス 高級官僚に影響力を行使する機会は

得 られ るかもしれな い と いうもの であ っ た ｡

た だ し現時点でイ ギリ ス 側か ら委員会再活性

化を提案するの は フ ラ ン ス へ の屈従と見なさ

( 17)
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れる危険があり, フ ラ ン ス か ら 二 国間対話の

不足が指摘され た場合 , 同委員会の 利用可能

性を指摘する べ きで あろうと されて い た ｡

( こ の 文書 は 5 月 1 日付で E E R 委員会に提

出さ れ た が 結局審議 され る こ と は なか っ

た)
( 25'

｡

もう
一

つ の 可能性と して検討された の は,

駐仏大使デイ ク ソ ン が ブリ ュ ッ セ ル 交渉決裂

まで 定期的におこな っ て い た ドゴ
ー ル と の会

談を再開すると い うもの であ っ た ｡ 5 月 にな

りデ イ ク ソ ン自身が こ の 可能性を提起し, 外

務省もこ れに賛同 した ｡ マ ク ミ ラ ン は, 当面

は会談毎に外相か ら発言内容に訓令を与える

と の条件で これを認めたが, 実際に会談が再

開され た の は 7 月 中旬 にな っ てか らで あ っ

た
`2 6)

｡

3

こ の 間
,
5 月 に ジ ュ ネ

ー ブ で 閣僚予備会合

が開催される こと にな っ て い たケネデ ィ ラウ

ン ドをめぐる共同体内部の 議論及びそれと結

び つ い た共同体の制度構築にもイギリ ス政府

は注目して い た ｡

3 月下旬イギ リ ス駐 ブリ ュ ッ セ ル代表部員

と会談した ハ ル シ ュ タイ ンは ,
ケネデ ィ ラ ウ

ン ドに つ い て フ ラ ン ス は協力的か と の 問 い に

対 して言葉を濁 して い た｡ と は い え共同体内

部の 合意形成をフ ラ ン ス だけが 阻害 して い た

と い う訳ではなく, 同時期イギリス 政府は,

オ ラ ン ダ
,
ドイ ツ に つ い て も共同体発展より

も国益優先 の 立場 である と の 報告を得て い

た
( 27'

｡ 4 月 末訪蘭 してオ ラ ンダ農務省幹部と

会談 した農水食糧省次官代理 ビシ ョ ッ プ の 報

告でも同様の情報が得られて い た ｡ ブ リ ュ ッ

セ ル交渉失敗直後の フ ラ ン ス - の 強 い 反発は

( 18)

収束し つ つ あるが , 共同体内の合意形成は今

後 5 カ 国間の
一

致も困難にする国益優先の 厳

し い 交渉の 産物となるで あろうと い うの が オ

ラ ン ダ側の 見方で あ っ た
` 28)

｡

シ ュ レ ー ダ ー が常駐代表協議を提案 した 4

月 の E E C 閣僚理事会で も主要議題は C A P

と ケネデ ィ ラウ ン ドで あ っ た ,
ドイ ツ は

,
自

国同様 C A P 財政を多く負担する こ とになる

イギリ ス の 加盟を前提 に 62 年 1 月 の C A P

合意で譲歩 した の で あり, ブ リ ュ ッ セ ル交渉

が決裂した以上 C A P 発展 は遅 らせ る べ きで

あると主張 して い た ｡ こ れ に対 して ク
ー ブ

は
,
C A P で 打撃を受 けて い る の は ドイ ツ だ

けでなくフ ラ ン ス の 対ドイツ 長期穀物輸出も

減少 したと 反論 し, C A P 合意が なけれ ばケ

ネデ ィ ラウ ン ドで共同体と して第三 国と交渉

するこ とは不可能であると述べ て い た ｡ こ の

理事会では 5 月 の G A T T 閣僚会議に共同体

と して参加する こと は合意されたが , 具体的

交渉姿勢に つ い て の議論 はなお長期に及ばざ

るを得な い 状態で あ っ た ｡ 閣僚理事会後イギ

リス 常駐代表部員と会談 した フ ラ ン ス常駐代

表も, C A P 及 びそ の 他 の 法制を含む共同体

発展計画が合意されなければケネディ ラ ウ ン

ド へ の参加 は了承 しな い と明言して い た
( 29)

｡

ケ ネ デ ィ ラウ ン ドに対する ア メ リカ の 基本

姿勢は工 業製品関税 の
一

律 5 0 % 削減と E E C

農業市場 - の 第三国参入保証で あり , 後者は

もちろん前者も, E E C と 比 べ もともと関税

率の 高 い ア メ リカ に有利な内容であ っ た｡ し

か し
, 共同体が閉鎖的通商圏と化するこ とを

警戒するイギリ ス 政府は , ケネデ ィ ラウ ン ド

合意成立を重視 しており, 原則的には ア メ リ

カを支持す べ きで あるが , 合意形成には ア メ

リ カと E E C 双方 の 譲歩が必要で あると考え
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て い た ｡ そ れ ゆえ C A P 合 意な し で は ケ ネ

デ ィ ラウ ン ド参加を拒否すると い う フ ラ ン ス

の姿勢は極め て好ましくな い もの であ っ た ｡

と は い え, 衝突する利害の大きさと いう点で

イ ギリ ス は明らかにケネデ ィ ラ ウ ン ドでは脇

役で あ っ た ｡ ケネデ ィ ラウ ン ドが ア メ リカと

E E C
,
あ る い は ア メ リ カと ド ゴ ー ル の対決の

場で あると い う認識は 4 月 下旬農水食糧相

ソ
-

ム ズ と会談 した E E C 委員会農業担当委

員 マ ン ス ホ ル ト (Si c c o M a n s h olt) か らも示

されて い た
(So一

. 共同体と の 定期的協議体制構

築は ,
イ ギ リ ス がケネデ ィ ラ ウ ン ド成功の た

め多少なりとも共同体に働きか ける機会を得

る上で も重要だ っ た の で ある｡

5 月 9 /1 0 日 リ ス ボ ン で E F T A 理事会が

開催され , 予定を三年前倒 し して 6 6 年末ま

でに域内関税
･

数量規制を撤廃すると の 原則

合意が得られた ｡ こ の 理事会で は, デ ン マ
ー

ク など農産物輸出国の利害を考慮 した , 加盟

国間農業貿易拡大の ため の 複数の 二 国間協定

も締結された ｡ ま た加盟国内の経済発展の た

め の経済開発委員会設置も決定された ｡ ケネ

デ ィ ラ ウ ン ドに つ い て は
,
E F T A 諸国は集合

的交渉姿勢を採用せず個別に交渉 に参加する

こ とが確認され た
(31)

｡

ケ ネデ ィ ラウ ン ド予備交渉の G A T T 閣僚

会合は 5 月 1 6 日 か ら 21 日ま で ジ ュ ネ
ー ブ で

開催され る こ とにな っ て おり, 直前に ロ ン ド

ン で開催され る コ モ ン ウ ェ ル ス 通商閣僚会議

( コ モ ン ウ ェ ル ス経済諮問理事会) で の 対応

と合わせ て ,
4 月中政府内で 対応方針が検討

された ｡ コ モ ン ウ ェ ル ス通商閣僚会議に関し

て は 4 月上旬 E E R 委員会で , まず最も困難

が予想され る英豪通商協定改定問題に つ い て

ケネデ ィ ラウ ン ド進展を見届けてか ら開始す

ベ き で あると の 指針が示されて い た
`32 )

｡ 4 月

1 9 日 の E S (G) 委員会で こ の 方針が承認され ,

ケネデ ィ ラ ウ ン ドを控える状況で オ ー ス ト ラ

リ アも含めて コ モ ン ウ ェ ル ス と の詳細な通商

協 定交渉をお こ なう意味はな い と さ れ た｡

E S (G ) で は同時に ,
G A T T 閣僚会議に備え

た閣僚用ブリ
ー

フ も承認された ｡ ア メ リ カ の

ケネデ ィ ラ ウ ン ドに臨む姿勢は, 上記したよ

うに農業市場開放を E E C に迫るもの であ っ

たが
,
こ れ は ケネデ ィ ラウ ン ド中に C A P が

より保護的な方向に発展 して いく こ とを抑止

するため の 戦術 であるとイギ リ ス 政府は認識

して い た ｡ E E C 側 の 交渉姿勢は こ の 時点 で

なお不明確で あ っ た が, 農業市場開放問題で

抵抗す るだ けで なく工 業製品の
一

律 50 % 関

税削減提案にも強く反発するこ とが予想され

て い た ｡ フ ラ ン ス はす で に加工 製品 1 0 % , 辛

加工 製品 5 % , 原材料ゼ ロ % の 標準関税率実

現を目指す べ きと の姿勢を示して おり ,
ア メ

リ カが非関税障壁を削減対象か ら排除して い

る こ と にも反発して い た ｡ こ の 状況でイギリ

ス は
,
で きるだ けア メ リ カ と E E C の 対立 に

巻き込まれる の を回避し
, 特定国を支持 しな

い よう振 る舞う べ きである と い う の が ,
E S

(G) で 採用され た指針で あ っ た ｡ こ の 条件下

で
,
工業製品, 農業製品, 原材料貿易全てに

つ い て 最大限の範囲で関税
･

非関税障壁を削

減対象と し, 途上 国と の貿易拡大も促進す べ

き であるとされ た ｡ 世界貿易全体の 拡大は自

由世界の経済的繁栄と政治的安定をもたらす

だ けで なく, コ モ ン ウ ェ ル ス 諸国の 要求にも

応え, イ ギリ ス 国内農業市場 - の解放圧力軽

減効果も持 つ と判断さ れ た｡ G A T T 閣僚会

合に臨む姿勢は こ の 後 5 月 1 5 日 の E P C で閣

僚達に承認された
lニi3)

0

( 1 9 )
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5 月 1 3 / 14 日 開催され た コ モ ン ウ ェ ル ス 通

商閣僚会議で オ
ー

ス ト ラリアに対 して
t
通商

協定改定交渉は当面開始できな い と の 姿勢が

伝えられた ｡ ま たブリ ュ ッ セ ル 交渉失敗後の

対 E E C 政策に つ い て は, 現時点で加盟交渉

再開の 見込み はな い が
, 最終的な加盟を念頭

に可能な限りその 可能性を損なわず
,
で きれ

ば増大す る政策をと る と の 姿勢が 説明され

た｡ 共同体加盟はイギリ ス の 政治的経済的地

位を強化する もの で あり コ モ ン ウ ェ ル ス に

と っ ても利益があると いう加盟申請時の 判断

に変わりはな い とされ
, 緊密な コ モ ン ウ ェ ル

ス シ ス テ ム へ の 回帰と い う代替選択肢はあり

得な い と伝えられた ｡ 会議にお い ては
,
ケネ

デ ィ ラ ウ ン ドを成功 させ世界貿易全体の 拡大

を優先す べ きであると合意され
, 特恵制度見

直 しが必要で ある ことも確認され たが, オ
ー

ス トラリ ア はなお温帯産農産物 へ の特恵維持

と自国製造業保護の ため の 関税維持を求めて

い た｡ コ モ ン ウ ェ ル ス 経済発展理事会創設の

可能性も検討されたが
,
こ れ はイギ リ ス 市場

へ の コ モ ン ウ ェ ル ス 製品受け入れ拡大の ため

で はなく ( そ の余地はすでにな い と考えられ

た) , イ ギ リ ス を除く コ モ ン ウ ェ ル ス 諸国相

互 の貿易拡大をはか る必要があると の 考えに

基づくもの で あ っ た
( 34)

｡

4

ブ リ ュ ッ セ ル常駐代表間協議に つ い て進展

が見られな いまま5 月 中旬か ら下旬にかけ,

G A T T 閣僚会合で示された E E C 側 の 姿勢の

評価を含め , 対 ヨ
ー ロ ッ パ 政策 / イ ギリ ス -

E E C 関係に つ い て再度の 状況分析がお こな

われた ｡

5 月 1 3 日 に は ヒ ー ス と外務省幹部により

( 20 )

対 ヨ
ー ロ ッ パ 政策に つ い て の 会合が 開催 さ

れ
,
実務的政策協力に つ い て検討すると とも

に
,
ヨ ー ロ ッ パ に おけるイギリ ス の根本的利

害を検討する政策文書を外務省内で作成する

ことが指示された
`3 5)

｡

5 月 2 2 日大蔵省で大蔵, 外務, 商務, 農水

食糧各省次官代理
･ 次官補級官僚によ る臨時

省 開会合が 開催され ,
G A T T 閣僚会合 で の

E E C 側 の 姿勢と共同体と の 協議問題が議論

さ れた ｡ まず商務省と外務省か ら G A T T 閣

僚会合に つ い て報告がなされ た｡ 関税削減方

法をめ ぐる ア メ リ カ と E E C の 対立 は ,

一 応

ア メ リ カ の 提案する
一

律削減原則を承認する

形で合意が成立 して い たが , 貿易障壁と な っ

て い る高関税 の 削減もま た目標 と され て い

た ｡ こ れ は つ まり議論を先送り しただ けで あ

り, 実際 の 交渉で は米 - E E C 間の 対立が再

燃するだろうと考えられた ｡ 農業問題を交渉

に含める こと も共同体側は原則承認したが,

合意形成が約束され たわけでな い の は明らか

で あ っ た ｡ E E C 特 に フ ラ ン ス の 姿勢は予想

より柔軟なもの で あ っ た が ,
む しろ こ の段階

で譲歩する こ と により E E C 内 で の フ ラ ン ス

の 地位 は強化され E E C の 結束も強化された

と い う の が , 外務省の分析 で あ っ た ｡ 共同体

と の協議 に つ い て は ,
5 月末 の E E C 閣僚理

事会にお い て も フ ラ ン ス が多国間協議枠組み

形成を阻止するの であれば , 既存 の 二 国間接

触を活用する しかな い の で はな い かと の観測

が示された ｡ 結論と して 5 月末 E E C 閣僚理

事会後まで外交的行動は起 こ さな い , その 後

大蔵省が各省に E E C と の 協議に つ い て の 指

針を示すこ と の みが合意され た
`3 6)

｡

結 局 5 月末 の E E C 閣僚理事会 で もイ ギリ

ス と の 協議問題 に つ い て合意 は形成されな
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か っ たが , 協議体制未定の まま 5 月下旬から

7 月上旬にか けイ ギリ ス 政府内で は E E C と

の実務的政策調整 / 協力の可能性を検討する

作業が進められて い っ た
( 37)

｡ 5 月 末時点では

協力対象分野と して低開発国との 貿易
,
農業

政策特に国際農産物価格協定
,
国際金融

,
ケ

ネデ ィ ラウ ン ドと い っ た大掛かりな課題もあ

げられ て い たが
,
こ れらは関係省庁か らの異

議により協議対象か ら外され て い っ た
` 38'

｡

よ り小規模か つ 実際的で比較的政策協調の

可能性 が高 い と考えられた分野もまた大半

が, 担当省庁により検討が開始されるととも

に協議対象とする ことは望ましくな い と の消

極的意見が示され て い っ た ｡ 何 らか の 形 で

E E C と の協力が可能とされ た の は , 特許法

制及びその 他の工 業所有権法制, 交通政策,

経済統計と い っ た分野の みであり
,
移民労働

者 へ の E E C 社会保障制度適用
, 保険監督法

刺
,
労働力自由移動

･

平等貸金などの労働政

莱, 法曹資格 の相互承認, 金融政策と い っ た

課題は, 7 月半ばま でに軒並み担当省庁によ

り協力の可能性が否定され た
(39)

｡

実務的協議とは別に外交的戦術として こ の

時期検討され た の は 4 月 9 日 の ヒ ュ - ム -

ク ー ブ会談以降再び停滞状態にあ っ た英仏二

国間対話の可能性で あ っ た ｡ 5 月未デ イ ク ソ

ン は フ ラ ン ス に対 してイギリ ス の対 ヨ
ー

ロ ッ

パ 政策を説明す る覚書を提示し, フ ラ ンス 側

の姿勢を明示させ る 二 国間対話をお こなうこ

とを提案した｡ フ ラ ン ス が真剣な対話に応 じ

れば良し, 拒否された としてもフ ラ ン ス の非

協力的姿勢を再度誇示できると いうの がデ イ

ク ソ ン の 発想で あ っ た ｡ しか し ヒ ュ - ム 及 び

外務省幹部は当面 こ の 種 の ア プ ロ ー チ は回避

す べ きであると判断した ｡ 駐独大使 ロ バ ー

ツ

ち, ドイ ツと の事前協議なしで の フ ラ ン ス ヘ

の 接触には反対し, デ イ ク ソ ン の提案は立ち

消えとな っ た
` 40)

｡

5 月末に はブリ ュ ッ セ ル駐在イギリス 代表

部を強化すると いう決定に基 づき, 新 た に外

務次官補を経て駐フ ィ ン ラ ン ド大使を務め て

い たオ ニ ー

ル (Sir C o n O
'

N eil) が駐 E E C 大

便と して赴任 した ｡ 6 月 7 日 ｢ E E C の 将来

の 可能性｣ と題する着任後最初の オ ニ ー ル か

ら の 報告が 送ら れた｡ オ ニ ー ル の 見解は ,

C A P 及 び ケネデ ィ ラ ウ ン ドをめ ぐる フ ラ ン

ス と 5 カ 国 の対立は, ドイ ツ が フ ラ ン ス の 覇

権を受け入れるか ,
フ ラ ン ス が共同体支配の

野心を放棄するか しな い 限り解消で きない と

い うもの で あ っ た ｡ 当面 フ ラ ン ス は
,
ケ ネ

デ ィ ラウ ン ドを利用 して 5 カ 国から農業面や

財政面で譲歩を引き出しながら, 同時にジ ュ

ネ ー ブ交渉の失敗を働きかけるであろうと想

定さ れ た｡ フ ラ ン ス が あえて望ま な い 限り

6 3 年中には E E C 内 に決定的対立は生 じな い

だ ろうが, 6 6 年 に特定多数決が導入され るま

で にはおそらく生 じるで あろうとオ ニ ー

ル は

予想 して い た｡ イギリ ス がとる べ き対応は,

共同体と の協議枠組みが形成され ようとされ

ま い と共同体の 政策に抑制的影響力を行使す

る ことで あり, 期待できる方法の
一

つ と して

共同体 へ の議会的 ･ 民主的統制の 拡大を呼び

か ける こ とが あげられて い た
` 41)

｡ 以後 ,
オ

ニ ー ル か ら 送 ら れ る分 析 は
,
政府 内 で の

E E C の 将来に つ い て の想定, そ れ にと もな

うイギリ ス の対応方針決定にかなりの影響力

を発揮するもの とな っ て い っ た｡

ブ リ ュ ッ セ ル駐在代表間の 協議体制構築が

優先事項で あると い う判断は, その 実現可能

性 が遠 の く中で もなお 維持 され て い た が,

( 2 1)
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w E U 閣僚会合開催と い う目標もまた対外的

に は示 され 続 け て い た ｡ 6 月 5 日 パ リ で

W E U 総会 に出席 した ヒ
ー ス は

,
すで に 1 4 カ

月間も閣僚会合が開催されて い な い こ と に強

い 遺憾の意を示し, ヨ
ー ロ ッ パ 域内域外双方

の 政治的軍事的問題に つ い て意味の ある議論

ができる場と して W E U 閣僚理事会を活用す

る ことを呼びか けて い た ｡ しか し直後デイ ク

ソ ン か らは
,
なお フ ラ ン ス は W E U 閣僚会合

を無期延期す る意図で ある と報告され て い

た
( 42'

｡

常 駐代表協議に つ い て はイ タリ ア政府か

ら, イ ギリ ス と 7 カ 国代表の み の 自由な協議

でなく
, 事前 に E E C 委員会代表が 共同体全

体の 姿勢を示 した後で 7 カ 国代表が協議する

と いう妥協案が示されて い たが, イ ギ リ ス は

こ れに難色を示 した ｡ フ ラ ン ス もまた ,
い か

なる形であれイギリ ス と の多国的協議体制の

構築 に は反対 す る姿 勢を維持 し続 けて い

た
(43'

｡

6 月 下旬, イ ギリ ス との協議体制, C A P ,

ケ ネデ ィ ラウ ン ドと い っ た
,
フ ラ ン ス と 5 カ

国が対立する E E C 内 の 問題 い ずれも解決の

兆しがな い状況で , 共同体解体の 可能性はあ

るの か と いう問題が ,
こ れまでよりも緊迫感

を持 っ て議論され は じめた ｡ デ イ ク ソ ン は,

自 ら の 主張が 容れ られ なか っ た と し て も ド

ゴ ー ル は共同体解体と いう ドラ ス テ ィ ッ クな

対応には出な い だろうと予想 して い た｡ ロ
ー

マ 条約条文上も, 関連する国内法利か らも,

法的に脱退は困難でありt 仮 に脱退で きても

フ ラ ン ス へ の経済的打撃は大き い , ま た 5 カ

国がイ ギリ ス 及び他の E F T A 諸 国と フ ラ ン

ス抜きで の取り決めを求めると い う展開は ド

ゴ ー ル にも予想可能であり, 共同体解体と い

( 2 2)

う将軍の 脅しは空虚なもの であると い う のが

デ イ ク ソ ン の 想定であ っ た
(4 4)

｡ しか し同 じ頃

ブリ ュ ッ セ ル か らは , 共同体業務は平常通り

で あり危機を過剰 に強調すべきではな い と の

ハ ル シ ュ タイ ン発言にはあまり説得力はな い

と の観測や ,
ド ゴ ー ル 外交を共同体精神 へ の

裏切りであると強烈に批判するス パ
ー ク の演

説や雑誌寄稿内容の報告が届 い て い た
( 45)

｡

6 月 末 フ ラ ン ス 政府 は, C A P や イギリ ス

と の協議に つ い て ある程度妥協の 余地はある

こ とを示唆する姿勢を見せ たが
( 46)

, イ ギ リ ス

政府内で は フ ラ ン ス の 譲歩に多くは期待でき

な い と考える声も存在 した ｡ 大蔵省の
一

部で

は
, 共同体解体の危険が迫 っ た場合イギリス

は どう対応す べ きか検討する必要があると の

認識が示され , 7 月半ば の ヒ
ー

ス 主宰関係各

省
･ 大便会合 (後述) ま で に , 外務省が共同

体解体時の 対応を検討する文書を作成するこ

と にな っ た ( ただし, 外務省側は大蔵省より

ち, E E C 解体 の 可能性 は低 い と考え て い

た)
(4 7'

｡

5

3 月 2 5 日 の 閣議で M L F 構想 に対 しては

当面 コ ミ ッ トメ ン トを回避すると の 方針が合

意されて い たが , 同構想 - の ア メ リ カ の 熱意

は 依然 衰え て い なか っ た ｡ ま た 外 務省 も

M L F へ の 参加 に消極的姿勢を示 し続 ける こ

とは対米関係 , 対独関係上望ましくな い と の

考えで あり, 5 月下旬再度閣議で こ の 間題が

検討され た ｡ 5 月 2 3 日 の 閣議で は マ クミ ラ

ンが
,
M L F の 軍事 的価値は疑問であるが ,

ア メ リ カはその政治的価値を重視 しており,

イ ギ リ ス と して原則 的に承認せ ざるを得 な

い
,
しか しイギリ ス 戦力を提供するか否か の



第 一 次 E E C 加盟申請 の 失敗とイ ギリ ス の 対 ヨ ー ロ ッ パ 政策再検討過程 争

決定は可能な限り先送りすべ きで あると議事

をまとめて い た
(4 8)

｡

30 日再度 こ の 間題が検討された時 には外

相ヒ ュ
- ム と 防相 ソ

- ニ ク ロ フ トが それぞれ

覚書を提出 し, M L F 参加賛成論と 反対論が

正面から衝突 した ｡

ヒ ュ
-

ム の 主張は , ドイ ツが M L F 構想 に

賛成 して い る以上イギリ ス と しても M L F に

参加して内部か らドイ ツ の核兵器 へ の アク セ

ス を 管理す べ きで あり, フ ラ ン ス 以外 の

N A T O 諸国もイギリス の 関与を望んで い る

と いうもの で あ っ た ｡ ヒ ュ -

ム はまた M L F

はイギ リ ス不参加の場合で も早期に成立する

であろうと述 べ
, 不参加の場合イギリス の対

米影響力は ドイツ の それと比較 して低下する

とも警告 した ｡ 国防省が反対する最大の理由

である財政的軍事的負担 は比較的小さ い と い

うの が外務省の 見解であ っ た
` 49'

｡

他方 ソ - ニ ク ロ フ トは M L F に参加す べ き

でな い 理由として
,
その 軍事的有効性と費用

負担の 二 つ を提示 した｡ す でに N A T O 核抑

止力は過剰破壊の 水準にあり追加的戦略核装

備は不要で あると指摘された ｡ ま た水上艦配

備ポ ラリ ス ミサイ ル と いう M L F の 形態は,

ソ 連からの攻撃 に脆弱でありむしろ偶発的な

核戦争の 危険を高め る可能性すらあるともさ

れた ｡ ま た追加的核装備は N A T O 通常兵力

強化の ため の リ ソ
ー

ス に食 い 込むもの で あ

り, ア メ リ カが想定する コ ス ト見積もりは確

実に超過するで あろうともされ た｡ イ ギ リ ス

が負担す べ きと され る金額は 1 0 年 にわたり

年 1 50 0 万 か ら 20 0 0 万 ポ ン ドに の ぼるであろ

うと い う の が 国防省の 試算であ っ た ｡ 6 5/ 66

年国防予算見積 もりはすで に 目標額で ある

18 億 50 00 万 ポ ン ドを 1 億 75 0 0 万 ポ ン ド超

えており , M L F の た め の 追加支出の 余地は

な い とされ た
(50)

｡

閣議で は M L F 参加に反対す る立場か ら,

ドイ ツ は M L F 参加で本当に満足するか不明

である, 水 上艦は脆弱であり攻撃対象になり

やす い ,
M L F 参加は核不拡散を望 むイギ リ

ス 世論に説明 し難 い , 費用負担は大きすぎる

と い っ た議論が示され た ｡ 他方 M L F 参加に

賛成する立場からは ,
N A T O 同盟国からイ

ギリ ス核戦略 へ の懐疑が生 じる危険が指摘さ

れた ｡ 閣議は , 詳細な技術的検討を継続 しそ

の 上で態度を決定すべきであると合意し
,
ア

メ リ カに対 して は当面 M L F - の 姿勢は決定

できな い と通知するが ,
通知内容に つ い て は

なお検討を継続するもの とされ た
(51)

｡

6 月 2 8/ 2 9 日 に はケネデ ィ が訪英 し英米首

脳会談が 開催され る ことにな っ ており, 6 月

2 5 , 2 7 日 の 閣議で 二 度にわたり M L F 問題に

つ い て い か に ア メ リカ に説明するかが検討さ

れた ｡ 閣議には外相 , 蔵相, 防相連名で覚書

が提出され, 対応方針と して 二案が示された ｡

一 つ は ドイ ツ の N A T O 核戦力 へ の 関与増大

の 欲求は理解するが , 進行中の N A T O 戦略

/ 戦力目標 に つ い て の 専門家 に よ る検討を

待 っ て から M L F に つ い て判断を下すべ きで

あると大統領に告げる , もう 一 つ は 一 歩踏み

込ん で, M L F の 技術 的検討部会 には参加す

るが, 最終的判断は N A T O 戦略 / 戦力目標

検討 を待 っ て お こ なう と い う も の で あ っ

た
`52'

｡

閣議 にお い ては消極的姿勢を示すこ とが対

米, 対独 関係 に与える影響を懸念す る声も

あ っ たが ,
M L F の 意味する過大な軍事的財

政的負担 に対する否定的な声が 大勢を 占め

た ｡ 議論は首相によりまとめ られ , ケネデ ィ

( 2 3)
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に対 しては N A T O 戟略 / 戦力目標検討作業

が終了し M L F の 軍事的必要性が明白になる

まで決定延期を要請し, 現時点で の M L F の

技術的検討作業 へ の 参加 は国内世論か ら コ

ミ ッ トメ ン トと見なされ る の で不可能である

と述 べ る, 核実験禁止 / 核不拡散体制構築を

ソ 連が拒否する口実を与えな い た めにもこ の

対応が必要で あると指摘する ことが承認され

た
(53'

｡

6 月 2 7 日英米首脳会談 に先立ち ロ ン ド ン

では ヒ ュ - ム とラ ス クにより英米外相会談が

お こ なわ れた ｡ ヒ ュ -

ム は
,
M L F は ソ 連と

の新たな緊張要因となると の 理由で与野党と

もに反対 して おり議会の 支持を獲得で きな

い
,
またすでに核 は過剰破壊能力に達してお

り軍事的に無意味で ある との 声もあ ると述

べ
,
イギリ ス と して参加困難で ある ことを率

直に述べ た｡ こ れ に対 して ラス クは ,
ドイ ツ

の 核戦力管理 へ の 参加の 希望を満 たすに は

M L F は不可欠で あり, イ ギ リ ス の 対応 によ

り M L F 実現が阻止され る こ とになれ ば, ア

メ リ カにと っ て は深刻な問題であると強く不

満の 意を表した
( 54)

｡

2 9/ 3 0 日 の 英米首脳会談で の ケネデ ィ の 反

応はより柔軟であ っ た ｡ ケネデ ィ も, イ ギ リ

ス が M L F 検討作業に参加する こ とを希望す

ると は述 べ たが , 包括的な N A T O 核戦力に

つ い て の検討作業と い う形でなけれ ば参加 し

難 い と いう マ ク ミ ラ ン の 回答は受け入れ られ

た ｡ 会 談後 の 共 同声 明 に は , 英 米両 国は

M L F を含む N A T O 核抑止力問題 に つ い て

他 の 同盟国とと もにさらに協議するが ,
こ れ

はイ ギリ ス の M L F 参加問題と は別であると

い う 文言を盛り 込 む こ と で 合 意が 成 立 し

た
(55)

｡ こ う して イギ リ ス は
一

応 窮地を脱 し

( 2 4)

た ｡ 英 米 首 脳 会 談 後 7 月 上 旬 の 閣 議 で

N A T O 内 で の 核戦力統制方法に つ い て 引き

続き外相と防相により検討作業をお こなうこ

とが合意され た
(56)

｡ しか し これが 問題の さら

なる先送りに過 ぎな い こ と もま た事実であ

り
,
M L F 問題はイギリ ス と ( フ ラ ン ス を除

く) 他 の N A T O 諸国間 の 対立 の 種と して

残 っ た｡ そ してそれ はブリ ュ ッ セ ル交渉決裂

後早 い 時点で採用されて い た ,
N A T O を舞

台として西欧諸国と協調しドゴ
ー

ル の 目指す

ヨ ー ロ ッ パ 像に対抗すると い う方針が ほぼ実

行不可能にな っ た こ とを意味して い た ｡

6

6 月下旬か ら7 月半ばにか けて対 6 カ 国関

係では , 7 月 3 日 の ド ゴ ー ル 訪独を前に した

独仏の 姿勢の分析 ,
7 月 1 8 /1 9 日 再度 ヒ ー ス

招集により開催され る ことにな っ た駐 6 カ 国

大使
･

駐 ヨ
ー ロ ッ パ 国際組織代表, 関係各省

幹部官僚を集めた対 ヨ
ー ロ ッ パ 政策検討会議

に備えて の政策文書作成と い っ た作業が 進め

られ た ｡ ま た こ の 間 7 月 1 1 日 に は E E C 閣

僚理事会でようやく年四 回の W E U 閣僚会合

開催と いう合意が成立 し, 会合 に向けた準備

作業も開始され る こ とにな っ た ｡

ド ゴ
ー

ル 訪独 を前 に して外務省 で は ,
ド

ゴ ー

ル が新たな 6 カ 国に よる政治連合イ ニ シ

ア チ ブを提示するの ではな い かと いう情報に

接して い た ｡ こ れ に つ い て は機先を制するた

め ヒ ー

ス が 7 月 2 日 の 議会演説で ,
6 カ 国が

政治連合の 議論を再開可能と考えるならイギ

リ ス は当初よりそこ に参加 し機構 の形成を支

援 した い と述 べ る こ とで対応され た
(57)

｡

7 月 1 6 日 に は, 5 月 に マ ク ミ ラ ン により

再開が了承され て い たデ イ ク ソ ン と ド ゴ
ー

ル
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の 定期会談がお こなわれた ｡ こ れ は 1 8 /1 9 日

の ヒ
ー

ス 主宰会合前に ド ゴ
ー

ル の姿勢を確認

するため であ っ た
' 58)

｡

1 6 日 の 会談 で ド ゴ
ー

ル は デ イ ク ソ ン に対

し, 核実験禁止に つ い て の英米ソ の合意には

反対 しな い が フ ラ ン ス と して はある程度の 核

実験は必要で あると述 べ , 核戦力をめ ぐ っ て

は独自の立場を貫く姿勢を明示した｡ ア メ リ

カはその圧倒的核戦力を通 じ西側同盟国を軍

事 的に依存させ よう と してお り N A T O は

も っ ばらア メ リカによ る ドイ ツ , ベ ル ギ ー

,

オ ラ ン ダ へ の影響力確保の 道具と して 利用さ

れ て い る
,
そ れ ゆえ フ ラ ン ス は独自核抑止力

を必要とす ると い う の が将軍の 主張で あ っ

た｡ イ ギ リ ス と 6 カ 国 の協議 に つ い て は ,
l l

日成立 した年 4 回の W E U 閣僚理事会開催と

いう共同体諸国の 合意は, フ ラ ン ス が ドイ ツ

を説得 して受け入れさせ た結果実現 したもの

で ある と の 恩 着せ が ま し い 説 明が なされ

た
(59'

｡

会 談後デ イ ク ソ ン は , ド ゴ
ー

ル 外交 の 基礎

にある の は強 い 反米感情で ある こ とが確認さ

れたと述 べ て い たが , 同 じこ とを彼は会談前

に外務省に送 っ た フ ラ ン ス外交の 分析の 中で

も指摘 して い た｡ ド ゴ
ー

ル 外交の 動因は ア メ

リカによる ヨ
ー

ロ ッ パ 支配 へ の 抵抗で あり,

英米関係が緊密な限りドゴ
ー

ル と の 合意は不

可能である , 今後 1 , 2 年 の 英仏関係悪化 は

致 し方な い と い う の がデ イ ク ソ ン の 分析 で

あ っ た
(6 0)

｡

ア デ ナ ウ ア
ー

か ら エ ア ハ ル ト ヘ の 政権交代

が 間近に迫 っ て い た ドイ ツ に つ い て は
,
7 月

1 1 日 ロ バ
ー

ツ か ら今後の ドイ ツ外交に つ い

て の分析が本省に送 られ て い た ｡ ドイ ツ外交

の基礎は共同体の維持であり, こ の 方針は エ

ア ハ ル ト政権で も継続すると されて い た｡ フ

ラ ン ス の 政策が共同体と ドイ ツ の 双方に不利

益で ある こ とは認識され つ つ あり , ア デ ナ ウ

ア
ー 以 外 は こ れ に強く反対 して い る と され

た ｡ 共同体拡大は ドイ ツ にと っ て望ま し い が

現時点で は非現実的とも考えられ て おり
,
こ

の 間題に つ い て フ ラ ン ス と正面か ら対立する

意思は ドイツ側にはな い だろうとされ た｡ 共

同体内部の 課題に つ い て は , 穀物価格問題で

譲歩する つ もりは ドイ ツ には な い が
,
同時に

ケネデ ィ ラウ ン ド成功も極めて重要視されて

い る こ とが指摘され た｡ 政治連合問題は最優

先課題と見なされ て い な い と考えられ た｡ こ

の 状況でイギ リ ス がとる べ き対応は
,
ドイ ツ

が フ ラ ン ス に対抗する の を助けイ ギリ ス の

ヨ
ー

ロ ッ パ 参加 の 意図が真剣で ある こ とを示

し英独関係改善を図る こ とで ある と い う の

が ,
ロ バ ー

ツ の 提言で あ っ た
( 61'

｡

5 月 1 3 日 に ヒ ー ス が外務省幹部に作成を

指示 して い た ヨ ー ロ ッ パ に お けるイギ リ ス の

｢ 根本的利害｣ を検討する政策文書は 6 月 1 8

日最初の 草案が作成され
,
7 月 3 日事務次官

を長とする外務省運営委員会 (th e S t e e ri n g

C o m m itt e e : S C ) の 審議を経て完成した｡ こ

の 文書 (S C (6 3) 2 0) と他 の付属文書類が 7 月

1 6 日 に ヒ ー ス 主宰会合 の 出席者 に資料と し

て配布され る こ とにな っ た
(6 2'

｡

｢ イ ギ リ ス の ヨ ー ロ ッ パ に お ける政策｣ と

題す る S C (6 3) 2 0 は , まずイ ギ リ ス の ヨ ー

ロ ッ パ に おける行動の 自由を定める基本的制

約と して以下の 四点をあげて い た｡ 第
一 に共

同体解体の 可能性は低くイ ギリ ス 自ら共同体

解体を働きか ける こともできな い
, 第 二 に フ

ラ ン ス が N A T O 脱退を考えるま で過度に孤

立化させ る べきで はな い
, 第三 に西側同盟統

( 25 )



● 論 説

-

と ア メ リカ の 対 ヨ
ー ロ ッ パ 防衛 コ ミ ッ ト メ

ン ト維持が最重要で あり英仏による独自核抑

止力構築と い っ た路線は選択できな い
, 第四

に共同体加盟の 可能性が確実になるまで の 間

共同体との 政策調整によりア メ リカ ,
コ モ ン

ウ ェ ル ス と の 関係を損な っ て はならな い と

い っ た点 で ある
( 63)

｡

こ の 制約内で 目指す べ き長期的目標は共同

体加盟で ありt それを正当化する理由は 61

年 の 加盟申請時か ら変化は な い と され て い

た ｡ 共同体 は経済的に発展し続けると想定さ

れ
,
政治連合の進展は不明で あ っ ても, 成長

する共同体か ら排除され続ける こと はイ ギリ

ス の影響力の さらなる低下を招くと考えられ

た｡ 均衡がとれ た大西洋パ
ー トナ ー

シ ッ プを

実現する にはイ ギリ ス の 共同体参加が不可欠

で あり t
それ は米欧の 外交政策が尭離する こ

とを防ぐため にも必要であるとされ た｡ 東西

関係, 非同盟諸国との 関係, 開放的貿易体制

構築, 途上国支援などに つ い て 米欧間の 連携

を確保するため にも共同体加盟は必要で ある

と考えられ た の で ある
( 64)

｡

対共同体政策は, 政治, 経済, 軍事, 二 国

間関係の 四 つ に分けて論 じられ て い た｡ まず

政治面で は, 6 カ 国 によ る政治連合協議にイ

ギリ ス も含め るよう要求 し続ける, エ リ ゼ条

約の 第三 国 へ の拡張は阻止する ,
W E U で の

閣僚
･

官僚 レ ベ ル で の 継続的か つ 緊密な政治

協議をすすめ る, 欧州議会で の 政治協議を発

展させ る, U N
･ O E C D ･ G A T T ･ I M F ･ I B R D

な どで
｢ ヨ ー ロ ッ パ 的視点｣ を発展させ ると

い っ た こ とが 政策目標と さ れ た｡ 経済面で

は
,
W E U で の協議を基礎に効果的で恒常的

な E E C と の 双方向的協議をお こ なう, 共同

体との 実務的な経済的
･

技術的協力も追求す

( 26 )

る
,
E E C と E F T A の 活動 の 調和も検討する t

6 カ 国の
一

部 と の 国際協力や より広範なヨ
ー

ロ ッ パ 規模 の 経済技術協力 も検討する ,
と

い っ た 課題 が あ げ ら れ た ｡ 軍 事 面 で は,

N A T O 枠内 の 核抑止力構築と い う前提で 非

核保 有 国の 期待 に 沿 っ た 手段 を追 求 し,

W E U 枠内 で 通常兵力面 で の協力の 可能性を

検討す べ きと され た
`6 5)

｡

二 国間関係の 中で, 特 に重視された の は仏

独との 関係 であ っ た ｡ フ ラ ン ス に つ い て は,

イギリ ス の ヨ ー ロ ッ パ 政策, 軍事政策, 対米

関係 に反 しな い 限り協力を追求す べ き で ある

と された ｡ 具体的には N A T O で の フ ラ ン ス

と の 協力確保が 目標とされ ,
フ ラ ン ス が孤立

すると して もそ れは フ ラ ン ス 自身の 意思によ

るもの でなくて はならな い と され た ｡ フ ラ ン

ス が N A T O を脱退する こ とは望ましくな い

が
, そ れを回避するため に過大な譲歩をする

こ ともまた 回避 しなく て はな らな い と さ れ

た ｡ ドイ ツ に つ い て は
, 対等 の パ

ー ト ナ
ー と

して扱うこ とが重要であると され, 高官 レ ベ

ル の 相互 訪問, 緊密な二 国間協議, 共同援助

や情報活動 ,
ドイ ツ通常軍備規制の 緩和, そ

の 他文化宣伝活動の 強化な どが課題 とさ れ

た
( 66)

｡

S C (63) 20 と と もに配布された文書は ,

｢
共

同体解体の 際の行動｣ と題す るもの と ,

｢
イ ギ

リ ス の 諸慣行の E E C と の調和｣ と題するも

の の 二点 であ っ た ｡ 前者は , 関税同盟機能の

部分的もしくは完全な完成の み実現 して他の

進展が停滞する, フ ラ ン ス の み が脱退する ,

完全に共同体が解散するの 三 つ の 可能性の い

ずれ もありそうもな い と断 っ た上 で , 最初 の

二 つ は イギリ ス にと っ て好都合で あり, 第三

の 場合にはイギリ ス が完全 に参加できる新た
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な政治的経済的ヨ
ー

ロ ッ パ統合を実現する こ

とが目標となると述 べ て い た ｡ 具体的形態と

して は ,
5 カ 国を

一 つ の 単位と し, イギ リ ス ,

E F T A と ともに自由貿易地帯を形成 し, こ れ

に何 らか の政治統合要素を組み合わせ る の が

最も望まし い とされた ｡
と は い え, 共同体解

体はまず起りそうもなく, イギ リ ス は可能な

限り共同体完全加盟と いう目標を維持す べ き

であると いう の が結論ではあ っ た
(67)

｡

後者 の 文書は ,
E E R 委員会で 検討 され て

きた各省庁によ る共同体との 実務的政策調整

の 可能性を要約した もの で あり, 極 め て 限ら

れた分野で しか政策調整の 可能性は な い と い

う認識を示すもの で あ っ た
` 68'

｡

す で に述 べ た ように ヒ
ー

ス 主宰会合開催直

前になりt イ ギ リ ス と 6 カ 国 の協議体制は,

W E U 閣僚会合定期開催と い う提案が受け入

れ られるかわりに, ブ リ ュ ッ セ ル で の 常駐代

表間協議は採用されな い こ とにな っ た ｡ 6 月

下旬にはすで に外務省も, 6 カ 国 はイ ギリ ス

と の協議問題を早期に決着した い と希望 して

い る で あろうと見て おり , 落 と し ど こ ろは

W E U 閣僚会合 とす べ き で ある と の 認識も

あ っ た ｡ しか し外務省はなお ｢ 加盟申請の 結

莱, 連合王国は共同体と の 間で特別な関係を

有するに至 っ た こ とを明示する｣ こ と が必要

で あり, ブ リ ュ ッ セ ル で の共同体と の接触を

強化する補助取り決めも必要 であると考えて

い た
(6 9'

｡

イ ギ リ ス の 要望は 6 カ 国側 に伝 えら れた

が , 最終的に 7 月 11 日午後の E E C 閣僚理事

会で 合意され された の は
,
ヨ ー ロ ッ パ の 政治

経済問題を議論する W E U 会合を閣僚及び官

僚 レ ベ ル で 年四 回開催す る こ と の み で あ っ

た ｡ 各回毎の議事は加盟国が事前に提案し拒

否権は与えられ な い ,

｢
ヨ

ー ロ ッ パ の 経済情

勢 に つ い て の 意見交換｣ は常時議論 され る,

協議 の 目的は
｢ E E C と イ ギ リ ス の 関係 に不

都合な影響をもた らしうる措置の採用を相互

に 可能 な 限り 回避 し最終 的なイ ギ リ ス の

E E C 加盟 の 可能性を開く｣ こ と で ある, 経済

問題協議の 際に は E E C 委員会も参加する ,

と い う の が 6 カ 国の 合意と して示 され た協議

形態であ っ た
(7 '̀'

｡

こ の 提案に対 し て 1 5 日 ヒ
ー

ス は
, な お詳

細な検討は必要であるが歓迎すると議会で答

弁 し, 1 6 /1 7 日 に は ハ
ー

グ で会談 した ル ン ス

に対 して も共同体提案は建設的精神で なされ

たもの と認識 して い ると の評価を示 した ｡ 完

全に満足の い く形態で はなか っ た にせ よ前進

が 見られ た こと に違 い はなく, 以後イ ギリ ス

政府内で は第1 回 W E U 閣僚会合開催に向け

ての 準備作業が進め られて い っ た
` 71)

｡

7

7 月 1 8 /1 9 日 の 二 日 間, 外務 省に お い て

ヒ
ー

ス 司会 の もと , 次官以 下 幹 部官 僚 と

E E C 諸国駐在大使, ヨ
ー

ロ ッ パ 諸機関駐在

大使, さ ら に大蔵, 商務, 農水食糧 , 固防の

各省か ら次官代理級官僚が参加 して , 対 ヨ
ー

ロ ッ パ 政策を検討す る会議が 開か れ た｡ 1 8

日 の 議論 で は ヒ ー ス か ら, E E C は い か に発

展するか ? フ ラ ン ス の政策は どうなるか ?

イ ギリ ス の 長期的目標は依然と して 共同体加

盟か ? 共同体は崩壊するか ? と い っ た質

問を検討するこ とが提案され た
し72)

｡

E E C そ の も の の 将来とイ ギ リ ス の 加盟の

可能性双方に悲観的な見方を示 した の はオ

ニ
ー

ル で あ っ た ｡ オ ニ
ー

ル は共同体解体の 可

能性はあり得る し, 共同体側でイギ リ ス を恒

( 27 )
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久的に排除するか もしれない , あ る い は共同

体発展の 結果イギリス が加盟を望まなくなる

か もしれな い と い っ た観測を示 した ｡ 当面の

方針として は, 真剣 に協力を求め加盟の 機会

を待 つ の が妥当であるが , その ような機会が

再度訪れ るか疑問であると い う のが彼の 意見

であ っ た
( 73)

｡

将来の 加盟とヨ
ー ロ ッ パ 統合の発展双方に

積極的な期待を示したの は ヒ
ー ス と ロ バ

ー

ツ

であ っ た ｡ ヒ
ー

ス は
, 対 E E C , 対 E F T A 貿

易は対米貿易 より重要であり, 将来の イギリ

ス の経済政策は ヨ
ー ロ ッ パ と の接近を目指す

べ きであるとの考えを示 した ｡ 共同体加盟を

求める姿勢は真剣なもの である こ とをより明

確にす べ きと いうの が彼の 見解で あ っ たが ,

フ ラ ン ス の抵抗により少なくとも 6 7 年まで

は加盟は困難であろうとも彼は認めて い た｡

ロ バ ー

ツ は こ れに付け加え, 英独協力強化が

加盟実現の ため重要で ある と の 考えを示 し

た ｡ イギリ ス が E E C - の 関心を低下させ る

姿勢を示せ ば, ドイ ツ の フ ラ ン ス ヘ の抵抗の

意思を弱め る危険があると彼は警告 した
`7 4)

｡

デ イ ク ソ ン とキ ャ ッ チ ァ は フ ラ ン ス によ る

ヨ
ー ロ ッ パ 支配 へ の 懸念は示 したが , 将来 の

E E C 加盟に はやや 消極的で あり, 大西洋規

模の 英米欧関係をより重視す べ き で あると い

う意見であ っ た ｡ デ イ ク ソ ン は, フ ラ ン ス に

対抗 して 大陸諸国か ら の 支持を獲得するため

に ヨ ー ロ ッ パ へ の 関心を示し続ける必要はあ

るが, ｢ 我 々 の 国益はより広くより安定した

ヨ
ー

ロ ッ パ 統
一

の 形態をもたらすべく努める

こ と にある ｡ こ れは必ず しも E E C 加盟と同

じではな い ｣ と述 べ 加盟に強くこだ わらな い

姿勢であ っ た｡ キ ャ ッ チ ァ は ケネデ ィ ラ ウ ン

ドの行方次第でイギリ ス はア メリ カと共同体

( 28 )

の 問で選択を迫 られ る の で はな い かと の見方

を示し,
｢ もし共 同体が内向きの 方向に発展

する の ならば, そ れ が完全 に崩壊 する方が

我々 の 利益になるかもしれな い ｣ と述 べ て い

た ｡ 農水食糧 次官代理 ビ シ ョ ッ プも, ヨ
ー

ロ ッ パ との 政治的統
一

の 追求が ア メ リカ に支

持され続けるか どうか疑問視し,
｢ ヨ ー ロ ッ

パ と の 満足 の ゆく関係と E E C 加盟は区別す

べ きである｣ と述 べ て い た
` 75'

｡

共 同体 の将来に つ い て特に議論され た の は

C A P の 行方であ っ た｡ デ イ ク ソ ン は ,
ア メ

リカが ドイツ に対 してより魅力的な農業政策

を提示すれ ば C A P 及 び E E C の 発展を阻害

可能で はな い か と の 観測を述 べ た｡ こ れ に対

して は ヒ ー

ス と ロ ー ル か ら, ドイ ツ は ケネ

デ ィ ラウ ン ド へ の フ ラ ン ス の協力と引き換え

に C A P 進展 を受けれる 姿勢で あり, 当面

c A P 進展 は阻止で きな い と反論された ｡ た

だ し独仏間の合意はあくまで暫定的なもの で

あり ,
ケネデ ィ ラウ ン ド - の 対応も農業問題

も今後とも共同体内部で対立の種になるであ

ろうこ とは認められた ｡ 以上 の 議論の結果,

w E U を通 じた協議は可能な限り利用するが

それだけでは不充分である, イギリ ス は 6 カ

国の みを注視するの で はなくヨ
ー

ロ ッ パ 全体

と の 関係で将来の 政策を決定す べ きである,

当面 E E C 加盟 の 可能性はな い が加盟の 意思

を明示 し続ければ二 , 三 年の うちにある程度

の成果は達成できる, 共同体内の合意進展は

決 して確実ではな い が 共同体が解体すると想

定す べきでな い と い っ た事項が確認され, こ

の 内容を盛り込んで再度外務省が対 ヨ
ー

ロ ッ

パ 政策基本文書を作成する こ とが合意 され

た
( 76)

｡

翌 1 9 日 の議論で はまず当面の 具体的対応



第 一 次 E E C 加盟申請の 失敗とイ ギリ ス の 対 ヨ ー

ロ ッ パ 政策再検討過程 ●

が検討され ,
W E U 閣僚会合に つ い て は E E C

側提案を受け入れ 1 0 月未開催を目指す, 第

一

回会合後より恒常的な会合開催手続きを取

り決め る
,
W E U 経済委員会を官僚 レ ベ ル で

設置する こと も検討すると合意された ｡ 他 に

検討課題と され た の は ,
イギリ ス / E E C 間 の

政策調整の ため の ブリ ュ ッ セ ル へ の継続的な

官僚によ る訪問, 衛星通信分野で の ヨ
ー

ロ ッ

パ 規模 の協力などであ っ た
`77'

｡

つ い で防衛問題が 議論され
,
N A T O 内で

ア メ リカとヨ ー ロ ッ パ 諸国を緊密に結び つ け

る役割をイギリス が果たす必要があるこ と は

確認され た｡ しか し問題は M L F へ の 対応で

あ っ た ｡ M L F 不成立の 場合 に ドイツ が フ ラ

ン ス と の ヨ
ー

ロ ッ パ 規模 の核抑止力構築に誘

われ る恐れが あると の 指摘は なされ た が ,

M L F へ の 参加を保留 しなが ら い か に して ド

イツ の要請に応えるの か と いう問題に対 して

明確な答は得られなか っ た｡ 通常兵器分野で

の ドイツ へ の 軍備規制緩和を働きか けると い

う のが具体的に検討可能とされた唯
一

の 対応

で あ っ た
(7 8)

｡
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U K E m b a s s y i n B o n n ( n o . 5 0 7) ,
1 4 M a y 1 96 3 .

T 31 2 / 1 0 0 5 , r e c o r d of a c o n v e r s a ti o n b e t w e e n

H e ath a n d th e G e r m a n A m b a s s a d o r h eld i n F O
,

1 5 M a y 1 9 6 3 . L u dl o w , T h e E u r op e a n C o m m u n ity

a n d th e C ri s e s of th e 1 9 6 0 s , p p . 2 7- 2 8 .

(21) T N A F O 3 7 1 / 1 7 3 3 4 3 / W U I O7 4 / 7 9 ( A ) , P a r i s

( D i x o n) t o F O , N A T O a n d W E U M e e ti n g s :

D i x o n
'

s st a t e m e n t 2 1 M a r . 1 9 63 . F O 3 7 1 / 1 7 3 3 4 3 /

W U I O 7 4 / 7 9
,
P a ri s ( D i x o n) t o F O ,

N A T O a n d

W E U M e e ti n g s : r e p o r ts hi s c o n v e r s a ti o n w ith
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tb e F r e n c h F o r ei g n M i n i st e r , 2 1 M a r . 1 9 6 3 .

¢2) T N A F O 37 1 / 1 6 91 2 3 / C F I O 5 1 /3 8 , P a ri s ( D i x o n )

t o C a c ci a
,
2 7 M a r . 1 9 63 .

Cz3) T N A F O 3 71 /1 7 33 44 / W U IO 7 4/ 91 , B o n n (R ob e rt s)

t o H o o d
,
r e p o r t s hi s t alk w ith S c h r o e d e r a b o u t

U K / E E C a n d A n gl o- G e r m a n r el a ti o n s o n 2 A p r .

1 9 6 3 , 3 A P T . 1 9 6 3 . F O 3 7 1 / 1 6 9 1 2 3/ C F IO 5 1 / 3 8
,

B a r n e s to H o o d ,
`

A n gl o
- F r e n c h R el a ti o n s

'

, 3 A p r .

1 9 6 3 a n d m i n u t e b y H o o d ,
4 A p r . 1 9 6 3 .

F O 3 7 1 / 1 6 91 2 3 / C F I O 51 / 3 8 , d r aft F O t el e g r a m t o

U K e m b a s si e s t o o th e r 5 m e m b e r s t a t e s o f E E C

o n A n gl o
- F r e n c h R el a ti o n s

,
3 A p r . 1 9 6 3 .

T 3 1 2 /1 0 0 4
,
e x tr a c t f r o m th e T i m e s

,
5 A p r . 1 9 6 3 .

F O 3 71 /1 7 3 34 3 / W U I O 74 / 79 ( H ) , B r u s s el s (N i ch o山s)

t o F O
,
r e p o r t s h is c o n v e r s a ti o n w ith S p a ak o n 2 8

M a r . 1 9 6 3
,
2 9 M a r . 1 9 63 . F O 3 71 /1 6 9 1 1 5 /

C F I O 2 2 /2 5 , R u m b old ( U I( E m b a s s y , P a ris) t o

E o o d
,
2 7 M a r . 1 9 6 3 .

糾 T N A P R E M l l / 4 22 1 , e x t r a c t f r o m r e c o r d of a

c o n v e r s a ti o n b e t w e e n th e F o r ei g n S e c r e t a r y

a n d th e F r e n c h M i n is t e r of F o r e l g n A ff ai r s a t

Q u ai D
'

O r s a y , 9 A P T . 1 9 6 3 . こ の 会 談で は M L F

問題に つ い て も意見交換 が お こ な わ れ ,
ク

ー

ブ

は M L F で ドイ ツ の 核保有の 意思 が満足 させ ら

れ る と は思え な い と 述 べ て い た｡ マ ク ミ ラ ン も

こ の ク ー ブ の 指 摘 に は 同意 し て い た｡

P R E M ll / 4 5 2 4 , P a ri s ( D i x o n ) t o F O ,
9 A p r "

H o m e t o F O
,
h i s m e e ti n g w i th C o u v e d e

M u r v ill e
,
1 9 6 3 . P R E M l l / 4 2 2 1

,
M a c m ill a n t o

H o m e , 12 A p r . 1 9 6 3 . P R E M l l / 4 22 1 , H o m e t o

M a c m ill a n
,
1 8 A p r . 1 9 6 3 .

¢ 5) T N A T 31 2 /1 0 0 4 , R eill y t o D i x o n ,
e n cl o si n g a

d r af t F O p a p e r o n A n gl o- F r e n c h e c o n o m i c

r el a ti o n s
,
2 9 M a r . 1 9 6 3 . T 31 2 / 1 0 0 4 , R oll t o R eill y

(F O ) ,
2 A p r . 1 96 3 .

･C A B 1 3 4/ 1 7 7 6 . E E R (6 3) 4 5 ,

n o t e b y F O ,
A n gl o

- F r e n c h E c o n o m i c R el a ti o n s , 1

M a y 1 96 3 . T 31 2 / 1 0 0 4 ,
`

R el a ti o n s b e t w e e n th e

U K a n d th e E E C
'

,
n o t e o f a n a d h o e m e e ti n g of

o ffi ci al s f r o m T ,
F O ,
B T a n d M A F F

,
h eld o n 2 2

M a y 1 9 6 3 a t th e T r e a s u r y .

㈱ T N A F O 3 71 /1 6 9 12 4 / C F IO 5 1/ 4 1 , P a ri s ( Di x o n )

to C a c ci a
,
2 M a y 1 9 63 . F O 37 1 /1 6 91 2 4 / C F IO 5 1 /4 1 ,

H o o d t o C a c ci a
,

`

A n gl o- F r e n ch R el ati o n s
'

,
3 M a y

19 6 3 . F O 3 7 1/ 1 69 1 24 / C F 1 0 51 / 41 , m in u t e b y C a c ci a ,

3 M a y 1 9 63 . F O 3 71 / 16 9 12 4 / C F I O5 1 /4 1 , m in u t e b y

Ⅲo m e
,
u n d at e d ( e a rl y M a y 1 96 3) . F O 3 7 1/ 1 69 1 24 /

C F IO 5 1 /4 1 , C a c ci a t o D i x o n , 9 M a y 1 96 3 .

F O 3 7 1 /1 6 91 2 4/ C F I O 51 /4 1
, ∫. O li v e r W ri g h t t o

C a c ci a
,

`

Si r P . D ix o n a n d G e n e r al d e G a ull e
'

,
6 M a y

1 96 3 .

Czや T N A T 3 1 2 / 1 0 0 4
,
G als w o r th y ( U K d el e g a ti o n

t o th e E u r o p e a n C o m m u ni ti e s , B r u s s el s) t o

K e e bl e , 2 1 M a r . 1 9 6 3 . T 3 1 2 / 10 0 4 , T h o m a s ( F O )

t o W id d u p , 2 2 M a r . 1 9 6 3 , e n cl o si n g R o b i n s o n

( B r u s s el s , U K d el e g ati o n t o th e E E C ) to K e e b l e ,

1 1 M a r . 1 9 63 .

㈱ T N A T 31 2 / 1 0 0 4 , s u m m a r y r e c o r d o f

c o n v e r s a ti o n : v i si t o f M A F F o ffi ci al s t o th e

N e th e rl a n d s
,
2 9 / 3 0 A p r . 1 9 6 3 .

但9) T N A P R E M l l / 4 5 2 4 , B r u s s el s ( G al s w o rt h y ,

U K d el e g a ti o n to th e E u r o p e a n C o m m u niti e s) to

F O
,
C o u n cil of M i n is t e r s

'

d is c u s si o n of K e n n e d y

R o u n d , 3 A p r . 1 9 6 3 . P R E M l l / 4 5 24 , B r u s s el s

( G al s w o r th y , U K d el e g a ti o n t o th e E u r o p e a n

C o m m u ni ti e s) t o F O ,
C o m m u n it y a ttit u d e t o

K e n n e d y R o u n d , 9 A p r . 1 9 6 3 .

(30) T N A P R E M ll /4 5 2 4 , M a c m ill a n t o W o o d fi eld ,

1 2 A p r . 1 9 6 3 . P R E M ll /4 5 2 4 , W alk e r ( B T ) t o d e

Z u l u e t a
,
o n F r e n c h p r o p o s a l s o n t a rif f

h a r m o ni s a ti o n a n d K e n n e d y R o u n d ,
1 9 A p r .

1 9 6 3 . T 3 1 2 /1 0 0 4
,
C O M L E E (6 3) 2 7 , n o t e b y F B I

of a m e e ti n g w ith th e F r e n c h c o u n t e r p a rt 2 5 / 2 6

A p r . 1 9 6 3 . T 3 1 2 / 1 0 0 4 , n o t e f o r t h e r e c o r d ,

c o n v e r s a ti o n b e t w e e n S o a m s a n d M a n sh olt o n

2 6 A p r . 1 9 63 .

剛 T N A C A B 1 34 / 1 7 7 5 , E E R (6 3) 5 th m e e ti n g ,

E F T A M i n i s t e ri al M e e tl n g a n d o th e r E F T A

m att e r s , 8 A p r . 1 9 6 3 . C A B 1 3 4 / 1 7 7 6 , E E R (6 3) 39 ,

n o t e b y B T ,
R el a ti o n s w ith E F T A , 1 9 A p r . 1 9 63 .

C A B 1 3 4 / 1 7 7 6
,
E E R (6 3) 2 8 R e v i s e ,

n o t e b y

T r e a s u r y , M i ni s t e ri al M e e ti n g of E F T A ,
9 tb a n d

l o th M a y , 1 9 6 3 : E F T A M a n d a t e - C o- o p e r a ti o n

( 3 1 )



● 論 説

in E c o n o m i c a n d F i n a n ci al M a tt e r s . 29 A p r .

1 96 3 . C A B 1 3 4 /1 7 7 7
,
E E R (6 3) 7 6 , n o t e b y F O ,

F u tu r e W o rk i n E F T A a ri si n g f r o m th e Li s b o n

m e e ti n g , 1 8 J u n e 1 9 6 3 . P R E M l l / 4 5 2 4 , a

c o m m u n i q u 6 i s s u e d af te r th e E F T A m i ni s t e ri al

m e e ti n g a t Li s b o n o n ll M a y 1 9 6 3 . C A B 1 2 8 /3 7 ,

C C (6 3) 3 4 , C o m m e r ci al P oli c y : O v e r s e a s T r a d e

N e g o ti ati o n s , 2 3 M a y 1 9 6 3 .

(32) T N A C A B 1 3 4 / 1 7 76
,
E E R (6 3) 30 , m e m o . b y

B T
,
Di s c u s si o n w ith th e A u s t r ali a n G o v e r n m e n t

o n th e F u t u r e of th e A n gl o- A u s tr ali a n T r a d e

A g r e e m e n t , 3 A p r . 1 9 6 3 . 1 0 7- 1 1 6 : C A B 1 3 4 /

1 7 7 5
,
E E R (6 3) 5 tb m e e ti n g , A u s t r ali a n T r a d e

A g r e e m e n t 8 A p r . 1 9 6 3 .

(33) T N A C A B 1 3 4 / 1 8 8 9
,
E S (G ) (6 3)2 3 , n o t e b y th e

C b ai r m a n of th e G A T T P oli c y C o m m itte e , B ri ef

f o r M e e ti n g s o f C o m m o n w e alth S e ni o r E c o n o m i c

O ffi ci al s a n d C o m m o n w e alth T r a d e M 玉山s t e r s
,

l l A p r . 1 9 63 . C A B 1 3 4 / 1 8 8 7
,
E S ( G ) (63) 7 t h

m e e ti n g , B ri ef s b r m e e ti n g o f C o m m o n w e alth

T r a d e M i n i s t e r s a n d C o m m o n w e a lth S e ni o r

E c o n o m i c O ffi ci al s
,
M a y 1 9 6 3 , 1 9 A p r . 1 9 6 3 .

C A B 1 34 / 1 6 9 7
,
E A (6 3) 2 0 th ,

T r a d e R e l a ti o n s :

M e e ti n g o f C o m m o n w e alth T r a d e M i ni st e r s a n d

tb e G A T T M i ni s t e ri al M e e ti n g , 1 5 M a y 1 9 6 3 .

糾 T N A C A B 1 3 4 /1 7 7 6
,
E E R (6 3) 4 0 , n o te b y B T ,

T h e A u s tr ali a n T r a d e A g r e e m e n t , 2 2 A p r . 1 9 6 3 .

C A B 1 3 4 /1 7 7 6
,
E E R (6 3) 43 , n o t e b y F O ,

B ri ef f o r

C o m m o II W e al t h E c o n o m i c C o n s u l t a ti v e

C o m m i t t e e M e e ti n g s : R el a ti o n s w it h th e

E u r o p e a n E c o n o m i c C o m m u nit y , 2 2 A p r . 1 9 6 3 .

C A B 1 34 /1 7 7 5 , E E R (63) 6 tb m e e ti n g , A u s tr ali a n

T r a d e A g r e e m e n t , C o m m o n w e al th S e n i o r

E c o n o m i c O ffi ci al s m e e ti n g ,
2 4 A p r . 1 9 6 3 .

P R E M l l /5 1 5 3
,
C o m m o n w e al t h E c o n o m i c

C o n s ul t a ti v e C o u n cil , C o m m u n i q u 6 , 1 4 M a y

1 9 6 3 . C A B 1 3 4 / 1 6 9 7
,
E A (6 3) 20 t h m e e ti n g ,

`

2 .

T r a d e R el a ti o n s : M e e ti n g o f C o m m o n w e alth

T r a d e M i n i s t e r s a n d th e G A T T M i n i s t e ri al

M e e ti n g
'

,
1 5 M a y 1 9 6 3 . P R E M l l / 4 5 2 4 , b ri ef f o r

M a c m ill a n b y T r e n d o n C ab i n e t m e e ti n g of 2 3

( 3 2 )

M a y 1 9 6 3 o n O v e r s e a s T r a d e N e g o ti a ti o n ,
2 2

M a y 1 9 6 3 . C A B 1 2 8 / 3 7 , C C (6 3) 3 4 , C o m m e r ci al

P oli c y : O v e r s e a s T r a d e N e g o ti a ti o n s , 2 3 M a y

1 9 6 3 .

(35) T N A F O 3 71 /1 7 3 3 0 2 / W P 7 / 2 0
,
mi n u t e b y

R eill y f o r C a c ci a ,
'

E u r o p e a n P oli c y
'

, 20 M a y 1 9 6 3 .

(36) T N A T 3 1 2 / 1 0 0 4 , W id d u p t o K e e bl e , i n v it a ti o n

t o a m e e tl n g Of offi ci al s cb ai r e d b y R oll , 1 5 M a y

1 9 6 3 . T 3 1 2 /1 0 0 4
,
W i d d u p t o R o ll ,

`

R e v i e w o f

U I( / E E C r el a ti o n s
'

,
2 1 M a y 1 9 6 3 . T 3 1 2 / 1 00 4 ,

R oll t o R eill y ,i n vi t ati o n t o a n a d h o e m e e ti n g , 2 1

M a y 1 9 6 3 . T 3 1 2 /1 0 0 4 ∴R el a ti o n s b e t w e e n th e

U K a n d th e E E C , n o t e of a n a d h o e m e e ti n g o f

offi ci al s f r o m T
,
F O

,
B T a n d M A F F

,
h el d o n 2 2

M a y 1 9 6 3 a t th e T r e a s u r y . S e e als o , C A B 12 8 / 3 7 ,

C C (6 3) 34 , 2 3 M a y 1 9 6 3 , 6 . C o m m e r ci al P oli c y :

O v e r s e a s T r a d e N e g o ti a ti o n s .

(37) T N A F O 3 7 1 / 1 7 3 3 45 / W U I O 7 4 / 1 0 7
,
r e l a ti o n s

w itb th e E E C : b ri ef f o r H e a tb
'

s v i si t t o O sl o ,

1 ト1 3 J u n e 1 9 6 3 . T 3 1 2 / 1 0 0 5 , O w e n t o F r a n c e ,

`

R el ati o n s w i th th e E E C
'

,
1 2 J u n e 1 9 6 3 .

㈱ T N A T 3 1 2 / 10 0 5 , G al s w o r th y ( U K d el e g ati o n

t o th e E u r o p e a n C o m m u n i ti e s , B r u s s el s) t o

K e e bl e ( F O ) ,
1 2 J u n e 1 9 6 3 . T 3 1 2 / 1 0 0 5 , K e e b l e

t o G al s w o r tb y ( U K d el e g a ti o n t o th e E u r o p e a n

C o m m u n iti e s , B r u s s el s) , 2 J ul y 1 9 6 3 . T 3 1 2 /1 0 0 5 ,

W i d d u p t o K e e bl e , 1 0 J u l y 1 9 6 3 . T 3 1 2/ 1 0 0 5 ,

B o t t o m l e y ( C R O ) t o R o ll . 2 7 M a y 1 9 6 3 .

T 3 1 2 / 1 0 0 5 , B a r cl a y t o F r a n c e , 1 3 J u n e 1 9 6 3 .

T 3 1 2 / 1 0 0 5
,
M a rj o rib a n k s t o O w e n , 1 9 J u n e 1 9 6 3 .

T 3 1 2 / 1 0 0 5
,
M a rj o rib a n k s t o O w e n , 2 6 J u n e 1 9 6 3 .

(39) T N A C A B 1 34 / 1 7 7 7
,
E E R (6 3) 6 6 , n o te b y B T ,

C o m m o n A c ti o n i n E u r o p e : E u r o p e a n p a t e n t

s y s t e m a n d o th e r i n d u s t ri al p r o p e r t y m a tt e r s ,

1 4 M a y 1 9 6 3 . C A B 1 3 4 / 1 7 7 7 , E E R (6 3) 7 4 , n o t e b y

th e M i ni s tr y of T r a n s p o r t , C o m m o n T r a n s p o rt

P oli c y o f th e E E C , 5 J u n e 1 9 6 3 . C A B 1 3 4 / 1 7 7 7 ,

E E R (6 3) 7 9 , n o t e b y B T a n d th e C e n t r al

S t a ti s ti c al O ffi c e , C o - o p e r a ti o n w ith th e E E C :

S t a ti s ti c al M a tt e r s
,
2 1 J u n e 1 9 6 3 . C A B 1 3 4 / 1 7 7 7 ,

E E R (6 3) 6 7 , n o t e b y th e M i ni s t r y of H e alth a n d
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tb e M i ni s t r y of P e n si o n s a n d N a ti o n al l n s u r a n c e ,

R el a ti o n s w ith E E C : S o ci al S e c u rit y , 1 4 M a y

1 9 6 3 . C A B 1 3 4 /1 7 7 7 , E E R (6 3) 6 7 ( R e v i s e) ,
n o t e

b y M i n i s t r y o f H e alt h a n d th e M i ni s t r y of

P e n si o n s a n d N ati o n al I n s u r a n c e , R el ati o n s w ith

t b e E E C : S o ci a l S e c u r it y , 1 6 J u l y 1 9 6 3 .

C A B 1 3 4 / 1 7 7 7
,
E E R (6 3) 7 0 , n o t e b y B T ,

C o-

o p e r a ti o n w i th th e E E C o n l n s u r a n c e

S u p e r v i si o n L e gi sl a ti o n , 2 4 M a y 1 9 6 3 .

C A B 1 3 4 / 1 7 7 7 , E E R (6 3) 81 , n o t e b y th e M i n i st r y

of L a b o u r
,
R el a ti o n s w ith th e E E C o n L a b o u r

M a tte r s
,
2 6 J u n e 1 9 6 3 . C A B 1 3 4 / 1 7 7 7 . E E R (6 3)

8 4
,
n o t e b y t h e L o r d C h a n c e ll o r

'

s O ffi c e
,

C o m m o n A cti o n s i n E u r o p e , q u alifi c ati o n s a n d

a c ti v iti e s of l a w y e r s , 2 7 J u n e 1 9 6 3 . C A B 1 3 4 /

1 7 7 7 , E E R (6 3) 8 5 , n o te b y T r e a s u r y . M o n e t a r y

C o- o p e r a ti o n a ft e r B r u s s el s , 3 J u l y 1 9 6 3 .

C A B 1 3 4 / 1 7 7 5
,
E E R (6 3) 1 3 th m e e ti n g , C o-

o p e r a ti o n w i th th e E u r o p e a n E c o n o m i c

C o m m u n it y , 9 J ul y 1 9 6 3 . C A B 1 3 4 /1 77 5 , E E R

(6 3) 1 4 tb m e e ti n g , C o - o p e r a ti o n w i th th e

E u r o p e a n E c o n o m i c C o m m u n i t y : T a riff

Q u e s ti o n s , 1 0 J ul y 1 96 3 . T 31 2 / 1 0 0 7 , m e m o . b y

F O f o r th e L o r d P ri v y S e al
'

s m e e ti n g o f ⅢM

R e p r e s e n t a ti v e s o n J ul y 1 8 / 1 9 ,
`

E a r m o ni s a ti o n

o f B ri ti s h P r a c ti c e s w i th th e E E C
'

,
1 7 J ul y 1 9 6 3 .

(40) T N A F O 37 1/ 16 91 24 / C FI O 51 /4 7
,
P a ris ( Di x o n ) to

H 00 d
,
24 M a y 1 96 3 , e n cl o s in g a d r aft m e m o . f o r a

"

d i al o g u e
"

w i th th e F r e n c h . F O 37 1/ 16 9 12 4/

C F I O5 1/ 47 , mi n u t e s b y H o m e , H 00 d , Y o u n g , O v e r to n ,

B a r n e s
,
K e e b l e

,
4-1 9 J u n e 1 9 63 . F O 37 1/ 16 91 24 /

C F I O 51 /4 7
,
H o o d t o P a ri s ( D i x o n) 4 J u n e l 鮎3 .

F O 37 1/ 16 91 24 / C F IO 51 /4 7
,
F O to P a ri s (D i x o n) ,

6

A u g . 19 6 3 . F O 37 1/ 16 91 2 5/ C F 1 0 51 /6 3 , B o n n

(R o b e r ts) t o C a c ci a o n Di x o n
'

s l ette r t o C a c ci a o n 2 4

M a y , 4 J un e 1 96 3 . F O 37 1/ 1 69 12 5/ C F IO 51 / 63 , H 00 d t o

R ob e rts
,
6 J u n e 1 96 3 .

(41) T N A T 31 2 /1 0 0 5 , 0
'

N eill ( U K d el e g a ti o n t o

th e E u r o p e a n C o m m u niti e s , B r u s s el s) to H o m e ,

e n cl o s l n g a m e m o . ,
`

P r o s p e c t s i n th e E u r o p e a n

E c o n o m i c C o m m u ni t y
'

,
7 J u n e 1 9 6 3 . F O 3 7 1 /

1 7 3 3 0 3 / W P 7 / 2 1 ( M I O9 1 / 3 9 3) ,
0

'

N eill ( U K

d e l e g a ti o n t o th e E u r o p e a n C o m m u n i ti e s ,

B r u s s el s) t o H o m e ,
'

P r o s p e c ts i n th e E u r o p e a n

E c o n o mi c C o m m u n it y
'

, 7 J u n e 1 96 3 .

(42) T N A T 3 1 2 /6 4 7
,
P a ri s ( Di x o n) to F O ,

t e x t of

tb e s p e e ch d eli v e r e d b y th e L o r d P ri v y S e al a t

W E U A s s e m bl y m e e ti n g of 5 J u n e 1 9 6 3 .

F O 37 1 / 17 3 3 4 5 / W U I O 7 4 /1 0 2
,
P a ri s ( D i x o n ) t o

F O
,
F r e n c h attit u d e o n W E ロ m e e ti n g , 8 J u n e

1 9 6 3 . S e e a l s o ,
F O 3 71 / 1 7 33 4 5 / W U I O 74 / 1 0 7 ,

r el ati o n s w ith th e E E C : b ri ef f o r H e a th
'

s vi sit t o

O sl o
,
l l-1 3 J u n e 1 9 6 3 .

(43) T N A T 31 2 / 1 00 5
,
r e c o r d of c o n v e r s ati o n w ith

tb e lt ali a n A m b a s s a d o r b y B a r cl a y (F O) , 2 9 M a y

1 9 6 3 . F O 3 7 1 / 1 73 3 4 5 / W U I O7 4 / 1 0 3
,
r e c o r d o f

c o n v e r s a ti o n b e t w e e n H e a th a n d th e l t ali a n

A m b a s s a d o r o n J u n e 10 1 9 6 3 . F O 3 7 1 /1 7 3 3 4 5/

W U IO 7 4 / 1 07
,
r el a ti o n s w ith th e E E C : b ri e f f o r

H e atb
'

s vi sit t o O sl o
,
1 ト1 3 J u n e 1 9 6 3 . T 3 1 2 /1 0 0 5 ,

O w e n t o F r a n c e
,

`

R el a ti o n s w ith th e E E C
'

, 1 2 J u n e

1 96 3 .

㈹ T N A T 3 1 2 / 1 0 0 7
,
P a ri s ( D i x o n ) t o R eill y

(F O ) , 1 9 J u n e 1 96 3 .

(45) T N A T 31 2 / 1 0 0 5 , R o bi n s o n ( U K d el e g a ti o n t o

th e E u r o p e a n C o m m u niti e s , B r u s s el s) t o B u 又to n

( F O ) ,
2 1 J u n e 1 9 6 3 . P R E M l l / 4 5 2 4 , B r u s s el s

( R a m s d e n) t o F O , U K a n d E u r o p e : S p a a k
'

s

s p e e c h t o th e E u r o p e a n L e a g u e f o r E c o n o m i c

C o o p e r a ti o n , 21 J u n e 1 9 6 3 .

(46) T N A T 31 2 / l o o s , G al s w o rth y ( U K d el e g a ti o n

t o th e E u r o p e a n C o m m u n iti e s , B r u s s el s) t o

B u x t o n (F O) ,
22 J u n e l % 3 . T 31 2 /1 00 5 , R o bi n s o n

( U K d el e g a ti o n t o th e E u r o p e an C o m m u niti e s ,

B r u s s el s) to B u x to n , 2 4 J u n e 1 9 6 3 .

(47) T N A T 3 1 2 / 1 0 0 7
,
F r a n c e t o O w e n

,
2 5 J u n e

1 9 6 3 . T 3 1 2 /1 0 0 7
,
m e m o . b y F O f o r th e L o r d

P ri v y S e al
'

s m e e ti n g of H M R e p r e s e n t a ti v e s o n

J u l y 1 8 /1 9 ,
`

A c ti o n i n th e e v e n t o f a b r e a k- u p i n

th e E u r o p e a n C o m m u n it y
'

, 1 7 J ul y 1 96 3 .

(48) T N A C A B 1 2 8 / 3 7 , C C (6 3) 3 4 , N A T O N u cl e a r

F o r c e
t
2 3 M a y 1 9 6 3 .

( 3 3 )
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(49) T N A C A B 1 2 9 /1 1 3 , C (6 3) 9 5 , m e m o . b y H o m e ,

N A T O N u cl e a r F o r c e : M i x e d- M a n n e d C o m p o-

n e n t 2 8 , M a y 1 9 6 3 .

(50) T N A C A B 1 2 9 / 1 1 3 . C (6 3) 96 . m e m o . b y

T h o r n e y c r of t . N A T O N u cl e a r F o r c e : M i x e d-

M a n n e d C o m p o n e n t , 2 8 M a y 1 9 6 3 .

(51) T N A C A B 1 2 8 / 3 7 , C C (6 3) 3 6 , N o rth A tl a n ti c

T r e a ty O r g a ni s a ti o n ( N A T O ) : N u cl e a r F o r c e -

M i x e d- m a n n e d C o m p o n e n t . 3 0 M a y 1 9 6 3 .

(52) T N A C A B 1 2 9 /1 1 4 , C (6 3)1 0 3 , N A T O N u cl e a r

F o r c e : M i x e d- M a n n e d C o m p o n e n t : m e m o . b y

H o m e
,
M a u dli n g a n d T h o r n e y c r of t , 2 1 J u n e

1 9 6 3 .

(53) T N A C A B 1 2 8 / 37 , C C (6 3) 4 2 , N o r th A tl a n ti c

T r e at y O r g a ni s ati o n ( N A T O) : N u cl e a r F o r c e -

M i x e d - m a n n e d C o m p o n e n t , 2 5 J u n e 1 9 6 3 .

C A B 1 2 8 / 3 7 , C C (6 3) 4 3 , N o r th A tl a n ti c T r e a t y

O r g a n is a ti o n ( N A T O ) : N u cl e a r F o r c e- M i x e d-

m a n n e d C o m p o n e n t , 2 7 J u n e 1 9 6 3 .

(54) T N A P R E M l l / 4 5 8 6 , v i si t t o th e U K b y

K e n n e d y , r e c o r d of a c o n v e r s a ti o n b e t w e e n

H o m e a n d R u s k o n 2 7 J u n e 1 9 6 3 .

(55) T N A P R E M l l / 4 5 8 6 , m e m o . b y M a c m ill a n o n

hi s t alk w ith K e n n e d y at B ri c k G r o v e o n 29 / 3 0

J u n e 1 9 6 3 , 1 J ul y 1 9 6 3 . P R E M l l / 4 5 8 6 , v i si t t o

th e U K b y K e n n e d y , r e c o r d o f c o n v e r s a ti o n s

b e t w e e n K e n n e d y a n d M a c m ill a n o n 2 9 / 3 0 J u n e

1 9 6 3 at B ir c h G r o v e . P R E M l l / 4 5 8 6 , c o m m u ni-

q u 6 is s u e d af t e r th e m e e t in g b et w e e n K e n n e d y

a n d M a c m ill a n o n 2 9 / 3 0 J u n e 1 9 6 3 a t B i r c h

G r o v e .

(56) T N A C A B 1 2 9 / 11 4 . C (6 3) 1 2 1 , m e m o . b y H o m e ,

N A T O N u cl e a r F o r c e : T h e N e x t S t e p , 9 J ul y

1 9 6 3 . C A B 1 2 8 / 3 7 , C C (6 3) 4 6 , N o r th A tl a n ti c

T r e a ty O r g a ni s a ti o n ( N A T O ) : N u cl e a r F o r c e -

M i x e d- m a n n e d C o m p o n e n t , l l J ul y 1 9 6 3 (5

p m ) .

(57) T N A F O 3 7 1 / 1 73 3 4 5 / W U I O 74 / l 1 4 , m i n u t e b y

K e e bl e f o r B a r n e s ,
`

A E u r o p e a n l n iti a ti v e
'

,
o n d e

G a u 11 e
'

s n e x t m o v e .
1 9 J u n e 1 96 3 . F O 3 71 /

1 7 3 34 5/ W U I O 74 / 1 1 4 , m i n u t e b y B a r n e s f o r

( 3 4 )

H o o d o n a b o v e b y K e e b l e , 2 0 J u n e 1 9 6 3 a n d

m i n u t e b y l i o o d , 2 0 J u n e 1 9 6 3 . P R E M l l / 4 7 35 ,

e x t r a ct f r o m th e H o u s e o f C o m m o n s d e b a te o n

F o r ei g n A ff ai r s , 2 J u l y 1 96 3 .

(58) T N A P R E M ll /4 8 11 , P a ri s ( D ix o n) t o C a c ci a , 6

J d y l % 3 . F O 37 1/ 16 9 12 4 / C F I O5 1 /5 5 , H 00 d t o C a c cia ,

8 J ul y l % 3 . F O 3 7 1/ 16 91 2 4/ C F IO 51 / 55 , P a r i s

( D i x o n) t o C a c ci a , 1 0 J ul y 1 96 3 . F O 37 1/ 1 69 1 24 /

C F I O5 1 /5 5 , F O t o D i x o n ,
l l J u l y l % 3 .

F O 3 71 /1 6 91 24 / C F IO 51 / 55 , P a ri s ( D ix o n) t o F O , l l

J uly 19 6 3 . P R E M ll /4 8 11 , d e Z ul u e ta t o M a c m nl a n , 8

J ul y 1 96 3 . P R E M l l/ 48 11 , F O t o P a ri s , 9 J ul y 1 9 63 .

(59) T N A P R E M ll /4 8 1 1 , P a ri s ( D i x o n) t o F O ,

i n t e r vi e w w ith d e G a u ll e
t

`

U K / E E C
'

,
1 6 J u l y

1 9 63 . P R E M l l / 4 81 1
,
P a ri s ( D i x o n) t o F O ,

`

i n t e r v i e w w ith G e n e r al d e G a ull e
'

,
1 7 J u l y 1 96 3 .

(60) T N A F O 3 71 / 1 69 1 2 4/ C F I O 5 1 /5 7 . P a ri s (D i x o n)

t o F O
,
1 7 J u l y 1 9 6 3 . T 3 1 2 /1 0 0 7 , Di x o n to H o m e ,

A R e v i e w o f th e S t at e of F r e n c h F o r e l g n P oli c y ,

l l J u l y 1 9 6 3 . 8 2 9-8 3 4 : F O 3 7 1 /1 6 9 1 1 6 / C F I O 2 2 /

4 2
,
n o t e b y L e d w i d g e ( H e a d o f C e n t r al

D e p a r t m e n t) ,

`

P oli c y t o w a r d s F r a n c e : Si r P .

D i x o n
'

s V i e w s
'

, 1 7 J ul y 1 9 6 3 .

(61) T 3 1 2 / 1 0 0 7
,
R o b e r t s t o H o m e ,

`

th e lik el y t r e n d

o f F e d e r al G e r m a n p oli c y t o w a r d s th e E E C
'

,
ll

J u ly 1 9 63 .

(62) T N A F O 37 1 / 1 7 3 3 0 2 / W P 7 / 2 0 , m i n u t e b y

R eill y f o r C a c ci a ,
'

E u r o p e a n P oli c y
'

,
2 0 M a y 1 9 6 3 .

F O 3 7 1 /1 7 3 3 0 3 / W P 7 / 2 1 , d r a ft F O S t e e ri n g

C o m m itt e e p a p e r , S C (6 3) 2 0 :
`

B riti sh P oli c y i n

E u r o p e
'

,
b y E E O D a n d W O P D ,

1 8 J u n e 1 9 6 3 .

F O 3 7 1 / 1 7 3 3 0 3/ W P 7 / 2 1 (C ) ,
m i n u t e b y K e eb l e

f o r M a rj o rib a n k s ,
`

P oli c y i n E u r o p e
'

,
o n S C (6 3)

2 0 a n d S C (6 3) 2 1 ( B riti s h p oli c y t o w a r d s F r a n c e

i n W P 8 /1 3) , 2 J ul y 1 9 6 3 . F O 3 71 /1 7 3 3 0 3 / W P 7 /2 1

( C ) , m i n u t e b y M a rj o rib a n k s o n m i n u t e b y

K e e b l e a b o v e
,
2 J u l y 1 96 3 . F O 3 7 1 / 1 7 3 31 6 /

W P 1 9 / 1 0 ( A ) , S C (63) 2 4 , m i n u t e of 3 8 th m e e ti n g

of til e S t e e ri n g C o m m i t t e e , 3 J u l y 1 9 6 3 .

F O 3 7 1 /1 7 33 0 3 / W P 7 / 2 3 , m i n u t e b y B a r n e s f o r

H o o d
,
c o v e ri n g th e r e vi s e d v e r si o n o f S C (6 3)2 0 :
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'

B r i ti s h P o li c y i n E u r o p e
'

,
1 5 J u l y 1 9 6 3

F O 3 7 1 / 1 7 33 0 3 / W P 7 / 23 , S c o tt t o J e n ki n s (P a ri s)

e n cl o si n g th e r e v is e d v e r si o n of S C (6 3) 2 0 , 1 5

J ul y 1 9 6 3 F O 3 7 1 / 1 7 33 0 3 / W P 7 / 2 3 , H o o d t o P a ri s

( D i x o n) e n cl o si n g th e r e v i s e d v e r si o n of S C (6 3)

2 0 , 1 5 J ul y 1 9 6 3 . 4 4 7 : F O 3 7 1 / 1 7 33 0 3 / W P 7 / 2 4 ,

U K E m b a s s y , B r u s s el s t o R eill y ( F O) , o n th e

r e vi s e d v e r si o n of S C (6 3) 2 0 :
`

B ritis b P oli c y i n

E u r o p e
'

, 1 5 J ul y 1 9 6 3 .

(63) T N A F O 3 71 / 1 7 3 3 0 3 / W P 7 / 2 3
,
r e v i s e d F O

S t e e ri n g C o m m itt e e p a p e r , S C (6 3) 20 ( r e vi s e) :

`

B riti s h P oli c y i n E u r o p e
'

,
ci r c ul a t e d f o r th e

a tt e n d a n t s o f th e m e e ti n g t o b e c b ai r e d b y

H e a tb o n 1 8 a n d 1 9 J ul y , 1 6 J ul y 1 9 6 3 .

(64) I bid .

(65) I bid .

(66) I bid .

(6? T N A T 3 1 2 / 1 0 0 7 , m e m o . b y F O f o r th e L o rd

P ri v y S e al
'

s m e e ti n g of H M R e p r e s e n t ati v e s o n

J u l y 1 8 /1 9 ,
`

A c ti o n i n th e e v e n t o f a b r e a k- u p i n

th e E u r o p e a n C o m m u n ity
'

,
1 7 J ul y 1 9 6 3 .

㈹ T N A T 3 1 2 / 1 00 7
,
m e m o . b y F O f o r th e L o r d

P ri v y S e al
'

s m e e ti n g of H M R e p r e s e n t a ti v e s o n

J u l y 1 8 /1 9 ,
`

H a r m o ni s a ti o n of B riti sh P r a c ti c e s

w itb th e E E C
'

, 1 7 J u ly 1 96 3 .

(6 9) T N A T 31 2 / 1 0 0 5
,
n o t e b y K e e b l e ,

A

U K / E E C

c o n s u l t a ti o n
'

, e n cl o si n g d r a ft t el e g r a m s o f

i n st r u c ti o n t o P a ri s a n d th e o th e r C o m m u n lty

p o st s , 2 6 J u n e 1 9 6 3 . T 3 1 2 / 1 0 0 5 , n ot e b y I( e e bl e ,

'

U K / E E C c o n s u lt a ti o n
'

, e n cl o si n g d r a f t

t el e g r a m s o f i n s t r u c ti o n t o P a ri s a n d th e o th e r

C o m m u n it y p o s t s , 2 7 J u n e 1 9 6 3 .

(70) T N A T 3 1 2 / 6 4 7 , G al s w o r th e y ( U K d el e g a ti o n

t o th e E u r o p e a n C o m m u nit ui e s , B r u s s els) t o F O ,

l l & 1 2 J ul y 1 9 6 3 .

(71) T N A F O 3 7 1 / 1 7 3 34 5 / W U I O7 4 / 1 1 9
,
b r i e f b y

F O f o r H o m e
'

s v isit t o T h e H a g u e (1 6- 1 7 J ul y)

o n E u r o p e a n P o liti c al U n i o n ,
l l J ul y 1 9 6 3 .

T 31 2/ 6 4 7
,
W ritt e n A n s w e r s t o P a rli a m e n t a r y

q u e s ti o n s b y H e ath ,
1 5 J u ly 1 96 3 . T 3 1 2 /6 4 7 , F O

t o P a ris
,
C o n t a ct s w ith th e E E C

,
1 6 J u l y 1 9 6 3 .

T 31 2 / 1 0 0 5
, J .L . C l a r k e t o B a r r e tt (F O ) , 1 8 J ul y

1 9 6 3
,
e n cl o si n g th e d r aft b ri e f f o r th e v i sit of th e

C b i e f S e c r e t a r y t o B o n n o n 2 2 a n d 2 3 J u l y .

T 3 1 2 / 1 0 0 5 , W i d d u p t o F r a n c e ,
`

C o n s u lt a ti o n

w ith th e E E C a b o u t U K p oli ci e s
'

,
e n cl o si n g a

d r a ft l e tte r t o M a rj o rib a n k s , Ⅲu gh e s a n d B is h o p ,

1 6 J u l y 1 9 6 3 . T 3 1 2 / 1 0 0 7 , r e c o r d of di s c u s si o n o n

U I( / E E C r e l a ti o n s i n t h e A n gl o- G e r m a n

E c o n o m i c C o m m i tt e e o n J u l y 1 6 a n d 1 7 .

T 3 1 2 /1 00 5 , M a rj o rib a n k s t o F r a n c e , 1 7 J ul y

1 9 6 3 .

㈲ T N A T 31 2 / 1 0 0 5
,
m e e ti n g b et w e e n H e ath a n d

c e r t ai n of H M G r e p r e s e n t ati v e s i n E u r o p e : 1 8

a n d 1 9 J u l y 1 96 3 , m e e ti n g o n th e a ft e r n o o n of

J u l y 1 8 a b o u t U I( p oli c y i n E u r o p e .

(73) I bid .

(74) I bid .

(75) Ib id .

(76) T N A T 3 1 2 / 1 0 0 5 , m e e t in g b e t w e e n H e a th a n d

c e r t ai n of H M G r e p r e s e n t a ti v e s i n E u r o p e : 1 8

a n d 1 9 J u l y 1 9 6 3 , di s c u s si o n o n th e aft e r n o o n of

J ul y 1 8 a b o u t l o n g-t e r m p oli c y .

(77) T N A T 3 1 2 /1 0 0 5 , m e e ti n g b e t w e e n H e a th a n d

c e r tai n o f H M G r e p r e s e n t a ti v e s i n E u r o p e : 1 8

a n d 1 9 J u l y 1 9 6 3 , di s c u s si o n o n J u ly 1 9 ab o u t

m e tb o d s of c a r r yi n g o u t U I( p oli c y .

㈹ T N A T 31 2 /1 0 0 5
,
m e e ti n g b e t w e e n H e a th a n d

c e rt ai n of ⅢM G r e p r e s e n t a ti v e s i n E u r o p e : 1 8

a n d 1 9 J ul y 1 96 3 , thi r d m e e ti n g ,J ul y 1 9 a t 3 p . m .
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